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は
じ
め
に

　

一
七
世
紀
の
ブ
リ
テ
ン
、
と
く
に
ジ
ェ
イ
ム
ズ
六
世
・
一
世
と
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
が
統
治
し
た
初
期
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
朝
の
時
代
は
か
つ
て
、

絶
対
君
主
と
議
会
と
の
対
立
が
激
化
し
、
内
乱
や
革
命
へ
と
至
る
前
史
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
史
学
に
お
け
る
修
正
主
義
や

近
年
の
複
合
国
家
論
、
あ
る
い
は
文
学
史
や
文
化
史
な
ど
の
成
果
に
よ
り
、
絶
対
主
義
や
市
民
革
命
に
還
元
さ
れ
な
い
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

も
活
躍
し
た
彩
り
豊
か
な
時
代
の
様
相
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る（

１
）。

な
か
で
も
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
に
つ
い
て
は
再
評
価
が
進
み
、
王
権
神
授

説
に
依
拠
し
て
権
力
を
恣
意
的
に
行
使
す
る
暴
君
と
い
っ
た
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
と
は
異
な
る
、「
ブ
リ
テ
ン
」
と
い
う
複
合
国
家
の
統
治
を

担
っ
た
君
主
の
姿
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る（

２
）。

も
っ
と
も
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
や
自
由
、
近
年
で
は
共
和
主
義
や
市
民
的
公
共
圏
な
ど
へ
関
心
を
向
け
て
き
た
政
治
思
想
史
研
究
の
分
野
で

は
、
少
な
く
と
も
国
内
で
は
ま
だ
、
こ
の
よ
う
な
リ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
充
分
に
進
ん
で
い
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
稿
で
は
、

同
時
代
の
ブ
リ
テ
ン
に
お
け
る
王
権
と
君
主
政
、
あ
る
い
は
モ
ナ
ー
キ
ズ
ム
や
宮
廷
文
化
の
思
想
史
的
な
意
義
に
着
目
し
た
い（

３
）。

デ
モ
ク
ラ

シ
ー
や
共
和
政
と
は
異
な
り
、
王
権
や
君
主
政
は
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
や
古
代
中
国
な
ど
に
も
遡
る
歴
史
を
有
す
る
だ
け
で
な
く
、
少
な
く
と

も
二
〇
世
紀
初
頭
ま
で
の
諸
国
家
の
常
態
で
あ
り
、
多
く
の
人
々
の
意
識
を
強
く
引
き
付
け
て
い
た（

４
）。

そ
の
意
味
で
、（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か

ら
す
れ
ば
外
国
人
王
朝
で
あ
る
）
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
朝
へ
の
王
朝
交
代
だ
け
で
な
く
、
内
乱
と
革
命
を
経
て
も
な
お
、
世
襲
の
王
権
と
君
主
政

を
維
持
し
た
一
七
世
紀
ブ
リ
テ
ン
の
経
験
は
、
モ
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
思
想
的
な
持
続
力
や
強
靭
さ
を
理
解
す
る
う
え
で
も
見
逃
せ
な
い
の
で
あ

る
。と

は
い
え
、
内
乱
前
の
初
期
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
朝
に
お
い
て
も
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
か
ら
息
子
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
へ
の
王
位
継
承
は
歴
史
の
必
然
で

あ
っ
た
訳
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
に
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
だ
け
で
な
く
、
実
は
、
わ
ず
か
一
八
歳
で
夭
折
し
た
長
子
の
ヘ
ン
リ

が
い
た
の
で
あ
る
（
図
１
）。
ロ
イ
・
ス
ト
ロ
ン
グ
の
研
究（

５
）を

は
じ
め
と
し
て
、
こ
の
皇
太
子
ヘ
ン
リ
の
宮
廷
は
、
と
く
に
ル
ネ
サ
ン
ス
期
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の
文
芸
や
芸
術
の
受
容
と
い
っ
た
観
点
か
ら
関
心
を
向
け
ら
れ
て
き
た（

６
）。

近
年
で
は
ま

た
、
ポ
ル
ニ
ッ
ツ
に
よ
っ
て
、
ヘ
ン
リ
を
含
め
た
同
時
代
の
君
主
教
育
研
究
に
厚
み
が

加
え
ら
れ
て
い
る（

７
）。

し
か
し
、
一
般
的
な
通
史
、
ま
し
て
や
政
治
思
想
史
研
究
に
お
い

て
、
こ
の
「
失
わ
れ
た
プ
リ
ン
ス
」
の
存
在
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
以
下
で
示
す
よ
う
に
、
一
六
世
紀
中
葉
の
エ
ド
ワ
ー
ド
皇
太
子
（
の
ち
六

世
）
以
来
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
半
世
紀
以
上
絶
え
て
い
た
男
子
継
承
者
の
存

在
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
『
バ
シ
リ
コ
ン
・
ド
ロ
ン
』
を
は
じ
め
と
す
る
、
理
想
の
君
主

を
め
ぐ
る
多
く
の
言
説
を
惹
き
起
こ
し
た（

８
）。

将
来
の
「
ヘ
ン
リ
九
世
」
を
名
宛
人
と
し

た
こ
れ
ら
の
議
論
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
一
定
以
上
の
実
現
可
能
性
が
期
待
さ
れ
る
リ
ア
ル
な
「
理
想
」
論
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
関
心
か
ら
、
本
稿
で
は
、
皇
太
子
ヘ
ン
リ
を
め
ぐ
る
君
主
論
と
統
治
論
の
展
開
と
と
も
に
、
一
七
世
紀
ブ
リ
テ
ン
に
お
け

る
モ
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
一
つ
の
点
景
を
描
く
こ
と
を
目
指
す
。
そ
の
た
め
に
本
稿
で
は
、
ヘ
ン
リ
や
ジ
ェ
イ
ム
ズ
、
あ
る
い
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

フ
ァ
ウ
ラ
ー
や
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
伯
と
い
っ
た
側
近
や
重
臣
だ
け
で
な
く
、
ベ
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
や
ヘ
ン
リ
・
ピ
ー
チ
ャ
ム
、
ジ
ョ
ン
・
ヘ

イ
ワ
ー
ド
、
ロ
バ
ー
ト
・
ダ
ー
リ
ン
ト
ン
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
イ
コ
ン
な
ど
の
、
ヘ
ン
リ
の
宮
廷
を
中
心
と
し
た
劇
作
家
や
詩
人
、

教
師
、
歴
史
家
、
宮
廷
人
、
哲
学
者
と
い
っ
た
知
的
エ
リ
ー
ト
の
作
品
群
を
対
象
に
含
め
る
。
こ
の
よ
う
な
作
業
か
ら
は
ま
た
、「
偉
大
な

著
者
」
や
「
正
典
」
か
ら
は
必
ず
し
も
見
え
て
こ
な
い
、
同
時
代
に
お
け
る
政
治
思
想
の
集
合
的
な
図
柄
が
見
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
し
か

も
、
そ
こ
に
は
ま
た
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
や
チ
ャ
ー
ル
ズ
と
は
ま
た
別
の
、
そ
れ
ゆ
え
に
一
定
の
緊
張
を
内
包
し
た
王
権
と
君
主
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

が
描
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か（

９
）。

ヘ
ン
リ
は
実
際
に
、
ス
ペ
イ
ン
と
和
平
し
た
「
平
和
の
君
主
」Rex Pacificus
、
あ
る
い
は
「
学
識
あ
る
」
君
主
と
も
評
さ
れ
た
父
ジ
ェ

イ
ム
ズ
と
は
異
な
る
、
戦
闘
的
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
君
主
に
な
り
う
る
存
在
と
し
て
内
外
の
期
待
を
広
く
集
め
た
。
も
っ
と
も
、
以
下
の
各

図１　皇太子ヘンリの肖像画
　　　Isaac Oliver, c.1610-12
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章
で
は
と
く
に
、
ヘ
ン
リ
を
め
ぐ
る
君
主
論
の
な
か
で
も
、
建
国
者
ブ
ル
ー
タ
ス
や
ア
ー
サ
ー
王
に
ま
つ
わ
る
ブ
リ
テ
ン
の
伝
説
や
中
世
以

来
の
騎
士
道
の
理
念
、
そ
し
て
古
典
や
歴
史
の
教
養
に
育
ま
れ
た
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
人
文
主
義
と
統
治
技
術
論
の
再
生
産
の
過
程
に
注
目
し

た
い
。
本
稿
で
は
ま
た
、
各
種
の
儀
式
や
式
典
（
第
一
、
二
章
）、
仮
面
劇
（
第
二
章
）、
エ
ン
ブ
レ
ム
（
第
三
章
）、
あ
る
い
は
ア
フ
ォ
リ

ズ
ム
（
第
四
章
）
と
い
っ
た
、
政
治
思
想
史
の
素
材
と
し
て
通
常
は
扱
わ
れ
な
い
、
視
覚
的
・
言
語
的
な
ア
ー
ト
の
役
割
が
強
調
さ
れ
る

（
（1
（

。

な
ぜ
な
ら
、
モ
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
一
つ
の
強
み
（
あ
る
い
は
弱
み
）
は
、
抽
象
的
な
哲
学
や
理
論
よ
り
は
む
し
ろ
、
こ
れ
ら
の
多
彩
な
ア
ー
ト

を
通
じ
て
人
々
の
感
覚
や
感
情
、
あ
る
い
は
想
像
力
に
働
き
か
け
る
点
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
王
朝
の
交
代
や
王
位
の
継
承
は
常
に
秩
序
の
流
動
化
や
不
安
定
化
、
さ
ら
に
は
内
乱
の
危
険
を
孕
ん
で
い
た

（
（1
（

。
王
家
の
内
紛

は
歴
史
の
常
で
あ
る
。
し
か
も
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
と
く
に
、
幼
少
君
主
（
エ
ド
ワ
ー
ド
六
世
）
と
女
性
君
主
（
メ
ア
リ
一
世
、

エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
）
が
続
き
、
そ
れ
ま
で
の
テ
ュ
ー
ダ
ー
朝
が
断
絶
し
た
結
果
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
と
い
う
外
国
人
君
主
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か

ら
迎
え
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
王
朝
や
王
家
を
安
定
的
に
維
持
し
、
一
定
の
人
文
主
義
的
な
教
養
を
有
す
る
君
主
を

持
続
的
に
「
再
生
」
さ
せ
る
こ
と
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
以
降
の
王
権
に
と
っ
て
最
重
要
の
政
治
課
題
の
一
つ
と
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
皇
太
子

ヘ
ン
リ
を
め
ぐ
る
政
治
思
想
の
展
開
に
は
、
君
主
政
を
常
態
と
す
る
時
代
の
絵
柄
と
と
も
に
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
か
ら
チ
ャ
ー
ル
ズ
に
至
る
、
初

期
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
朝
に
お
け
る
一
つ
の
「
統
治
の
ア
ー
ト
」
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

（
（1
（

。

第
一
章　
「
宮
廷
の
カ
レ
ッ
ジ
」
―
―
ヘ
ン
リ
の
君
主
教
育

ヘ
ン
リ
・
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
は
、
一
五
九
四
年
二
月
一
九
日
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
王
ジ
ェ
イ
ム
ズ
六
世
と
王
妃
ア
ン
の

長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
の
関
係
を
見
据
え
て
ヘ
ン
リ
を
将
来
の
「
ブ
リ
テ
ン
」
の
君
主
と
す
る
た
め

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
始
さ
れ
た
が
、
な
か
で
も
、
八
月
三
〇
日
に
ス
タ
ー
リ
ン
グ
城
で
催
さ
れ
た
洗
礼
式
は
見
逃
せ
な
い

（
（1
（

。
な
ぜ
な
ら
、
こ
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の
洗
礼
式
を
含
む
一
連
の
催
事
に
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
内
の
貴
族
や
顕
官
、
高
位
聖
職
者
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
や
デ
ン
マ
ー

ク
、
低
地
諸
国
な
ど
か
ら
派
遣
さ
れ
た
大
使
も
参
列
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
特
命
大
使
の
サ
セ
ッ
ク
ス
伯
は
、

ヘ
ン
リ
の
名
付
け
親
と
な
っ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
女
王
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
の
代
理
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
洗
礼
に
際

し
て
幼
子
の
ヘ
ン
リ
は
、
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
物
語
が
描
か
れ
た
寝
台
か
ら
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
貴
族
の
レ
ノ
ッ
ク
ス
公
と
サ
セ
ッ
ク
ス
の
手
を

経
て
、「
参
加
が
予
定
さ
れ
る
大
人
数
の
外
国
人
を
楽
し
ま
せ
る
た
め
に
」
新
た
に
作
り
直
さ
れ
た
チ
ャ
ペ
ル
・
ロ
イ
ヤ
ル
へ
と
運
ば
れ
た

の
で
あ
る

（
（1
（

。

こ
の
よ
う
に
、
ヘ
ン
リ
の
洗
礼
式
は
対
内
的
な
融
和
を
促
進
す
る
こ
と
に
加
え
、
国
際
社
会
、
と
く
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
対
し
て
彼
を
将

来
の
君
主
と
し
て
認
知
さ
せ
る
た
め
の
「
政
治
的
な
ア
ー
ト

（
（1
（

」（
バ
ワ
ー
ズ
）
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
洗
礼
式
の
模
様
を
記
し
た

小
冊
子
が
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
側
近
で
王
妃
ア
ン
の
秘
書
で
あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ァ
ウ
ラ
ー
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
同
年
に
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ

と
ロ
ン
ド
ン
で
出
版
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
と
し
て
即
位
し
た
一
六
〇
三
年
に
も
版
を
重
ね
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
以
下
の
議
論
と
の
関
連
で
さ
ら
に
触
れ
る
べ
き
は
、
こ
の
式
の
実
施
を
任
さ
れ
た
フ
ァ
ウ
ラ
ー
が
、
詩
や
エ
ン
ブ
レ
ム
な
ど
を

創
作
し
、
ペ
ト
ラ
ル
カ
の
寓
意
詩
集
『
ト
リ
オ
ン
フ
ィ
』
を
翻
訳
す
る
な
ど
し
た
人
文
主
義
者
で
も
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
フ
ァ

ウ
ラ
ー
は
ま
た
、
出
版
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
『
君
主
論
』
の
翻
訳
も
手
掛
け
て
い
た
の
で
あ
る

（
（1
（

。

も
っ
と
も
、
ヘ
ン
リ
の
君
主
教
育
に
お
い
て
最
も
重
要
な
指
針
と
な
っ
た
の
は
、
当
時
か
ら
大
き
な
非
難
を
浴
び
て
い
た
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ

リ
で
は
な
く
、「
学
識
あ
る
」
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
「
君
主
論
」
で
あ
っ
た
。
ギ
リ
シ
ア
語
で
「
王
の
贈
り
物
」
を
意
味
し
、「
完
全
な
王
」
に
な

る
た
め
の
模
範
や
教
訓
が
説
か
れ
た
彼
の
『
バ
シ
リ
コ
ン
・
ド
ロ
ン
』
は
、
一
五
九
九
年
に
七
部
の
み
印
刷
さ
れ
、
ヘ
ン
リ
に
献
呈
さ
れ
た
。

ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、
古
代
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
と
ホ
メ
ロ
ス
の
『
イ
リ
ア
ス
』
と
の
関
係
に
な
ぞ
ら
え
、
こ
の
作
品
が
ヘ
ン
リ
に
対
す

る
「
正
し
く
公
平
な
助
言
者
」
と
な
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
で
あ
る

（
（1
（

。『
バ
シ
リ
コ
ン
・
ド
ロ
ン
』
は
ま
た
、
一
六
〇
三
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
も

再
版
さ
れ
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
ま
だ
幼
い
将
来
の
王
の
教
育
方
針
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
も
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
も
、
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ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
新
た
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
向
か
う
際
に
、
二
つ
の

王
冠
の
統
合
と
い
う
慶
事
が
「
貴
方
を
増
長
さ
せ
、
傲
慢
に
さ
せ
な
い
よ
う
に
」
と
ヘ

ン
リ
に
助
言
す
る
。
そ
し
て
、「
す
べ
て
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
」
を
「
愛
す
べ
き
臣
民
」

と
み
な
す
こ
と
を
説
い
た
こ
の
手
紙
の
な
か
で
、
新
君
主
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
改
め
て
「
最

近
印
刷
さ
れ
た
私
の
本
」
を
精
読
す
る
よ
う
に
求
め
た
の
で
あ
る

（
（1
（

。

ヘ
ン
リ
の
君
主
教
育
は
実
際
に
、
と
く
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
移
っ
て
か
ら
は
家
庭
教

師
の
ト
マ
ス
・
チ
ャ
ロ
ナ
ー
や
古
典
語
学
者
で
あ
る
ア
ダ
ム
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
ら
を
中
心

に
行
わ
れ
た

（
（1
（

。
し
か
も
、
ヘ
ン
リ
の
宮
廷
に
は
第
三
代
エ
セ
ッ
ク
ス
伯
や
ク
ラ
ン
ボ
ー

ン
卿
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
セ
シ
ル
、
エ
ク
ス
ト
ン
の
ジ
ョ
ン
・
ハ
リ
ン
ト
ン
と
い
っ
た
貴
紳

の
子
弟
が
多
く
集
ま
り
（
図
２
）、
チ
ャ
ロ
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
さ
な
が
ら
「
宮
廷
の
カ
レ
ッ
ジ
」
も
し
く
は
「
カ
レ
ッ
ジ
の
よ
う
な
宮
廷
」

と
な
っ
て
い
た

（
（2
（

。
ま
た
、
ハ
リ
ン
ト
ン
の
家
庭
教
師
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ン
・
ク
リ
ー
ラ
ン
ド
の
『
若
い
貴
族
の
学
院
』（
一
六
〇
七
）
に
よ
れ
ば
、

そ
れ
は
ま
た
「
グ
レ
イ
ト
・
ブ
リ
テ
ン
の
真
の
パ
ン
テ
オ
ン
」
で
あ
り
、
若
い
貴
族
が
後
に
枢
密
顧
問
官
や
将
軍
と
な
っ
て
「
平
時
に
支
配

し
、
戦
時
に
指
揮
す
る
」
る
た
め
の
「
初
歩
」
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
「
ア
カ
デ
ミ
ー
」
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
関
係
は
、
あ
た
か
も
ヘ
ラ
ク

レ
ス
と
ヒ
レ
ス
、
ア
キ
レ
ウ
ス
と
パ
ト
ロ
ク
ロ
ス
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
と
へ
フ
ァ
イ
ス
テ
ィ
オ
ン
の
よ
う
に
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
（2
（

。

さ
て
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
『
バ
シ
リ
コ
ン
・
ド
ロ
ン
』
に
よ
れ
ば
、
君
主
の
徳
と
し
て
、
何
よ
り
も
「
民
衆
を
支
配
す
る
」
た
め
の
「
す
べ

て
の
技 crafts

」を
よ
く
学
ぶ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
も
、「
す
べ
て
の
術
と
学 A

rts and sciences

」は
相
互
に
連
関
し
て
い
る
た
め
、

そ
れ
ら
に
共
通
す
る
「
偉
大
な
諸
原
理
」
を
理
解
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る

（
（2
（

。
そ
し
て
、
な
か
で
も
重
要
視
さ
れ
た
の
が
聖
書
と
法
、
そ
し

て
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
た
と
え
ば
ピ
ー
チ
ャ
ム
の
『
ブ
リ
テ
ン
の
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
』（
一
六
一
二
）
に
よ
れ
ば
、
ヘ
ン

リ
は
「
す
べ
て
の
善
き
学
問
と
卓
越
し
た
も
の
」
に
対
す
る
「
王
者
と
し
て
の
広
い
度
量
」
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
さ
れ
る

（
（2
（

。
も
っ
と

図２　�ヘンリと第３代エセックス伯 
Robert Peak, c.1605
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も
、
そ
の
一
方
で
、
ヘ
ン
リ
が
よ
り
強
い
関
心
を
向
け
た
の
は
身
体
的
な
武
芸
や
競
技
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
ベ
イ
コ
ン
に
よ
れ
ば
、
ヘ
ン

リ
は
「
古
事
や
諸
芸 antiquitatis et artium

」
を
好
ん
で
い
た
が
、「
文
芸 literis 

に
は
時
間
を
費
や
す
と
い
う
よ
り
は
敬
意
を
払
っ
て

い
た
」
の
で
あ
る

（
（2
（

。
彼
は
実
際
に
「
一
日
の
二
時
間
」
を
学
習
に
あ
て
る
一
方
で
、
そ
の
他
は
槍
術
や
高
跳
、
弓
射
、
投
擲
な
ど
の
練
習
に

割
い
て
お
り
、
と
り
わ
け
乗
馬
を
愛
好
し
て
い
た

（
（2
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
大
使
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
あ
る
日
、
当
時

一
二
歳
の
ヘ
ン
リ
に
対
し
て
「
も
っ
と
熱
心
に
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
な
け
れ
ば
、
王
冠
は
弟
の
ヨ
ー
ク
公
に
移
る
で
あ
ろ
う
」
と
の
苦
言
を
呈

し
た
。
そ
の
後
、
同
様
の
こ
と
を
教
師
か
ら
言
わ
れ
た
ヘ
ン
リ
は
、「
何
が
君
主
に
ふ
さ
わ
し
い
か
を
私
は
知
っ
て
」
お
り
、「
自
分
に
必
要

な
の
は
教
授
に
な
る
こ
と
で
は
な
く
、
兵
士
と
な
り
世
間
に
通
じ
る
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る

（
（2
（

。

こ
の
よ
う
に
文
武
を
と
も
に
好
ん
で
い
た
（
と
さ
れ
る
）
ヘ
ン
リ
の
宮
廷
は
、
ス
ペ
イ
ン
と
和
平
し
た
ジ
ェ
イ
ム
ズ
と
は
異
な
る
一
つ
の

拠
点
と
し
て
、「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
世
界
」
の
「
す
べ
て
の
眼
や
心

（
（2
（

」、
あ
る
い
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
期
か
ら
続
く
好
戦
的
な
言
説
を
惹
き
つ
け
る

と
と
も
に
、
多
く
の
知
的
エ
リ
ー
ト
の
期
待
を
集
め
る
こ
と
と
な
る

（
（2
（

。
ヘ
ン
リ
は
実
際
に
、
短
い
生
涯
の
間
に
百
十
も
の
出
版
物
を
献
呈
さ

れ
る
な
ど
、
文
化
的
な
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
た

（
（2
（

。
た
と
え
ば
、
ホ
メ
ロ
ス
を
「
詩
人
の
プ
リ
ン
ス
」
と
呼
ん
だ
ジ
ョ
ー

ジ
・
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
は
、『
イ
リ
ア
ス
』
の
翻
訳
（
一
六
〇
九
、
一
一
）
と
『
ホ
メ
ロ
ス
全
集
』（
一
六
一
六
）
を
ヘ
ン
リ
に
献
呈
し
た

（
（3
（

。
ま
た
、

詩
人
の
マ
イ
ケ
ル
・
ド
レ
イ
ト
ン
は
、『
ポ
リ
・
オ
ル
ビ
オ
ン
』（
一
六
一
二
）
の

冒
頭
で
の
献
辞
に
続
け
て
、
ブ
リ
テ
ン
の
「
最
高
の
希
望
」
に
し
て
「
世
界
の
喜

び
」
で
あ
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
加
え
た
「
三
つ
の
邦
」
を

支
配
す
る
将
来
の
「
ヘ
ン
リ
九
世
」
を
称
え
る
と
と
も
に
、
武
装
し
て
槍
を
構
え

る
ヘ
ン
リ
の
版
画
を
掲
載
し
た
の
で
あ
る
（
図
３

（
（3
（

）。
そ
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
塔
に

幽
閉
さ
れ
て
い
た
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ロ
ー
リ
も
、
海
事
や
軍
事
、
植
民
政
策
へ
の
関

心
、
そ
し
て
反
カ
ト
リ
ッ
ク
・
反
ス
ペ
イ
ン
な
ど
の
点
で
共
鳴
す
る
ヘ
ン
リ
に
期

図３�　武装して槍を構える
ヘンリ　ドレイトン『ポ
リ・オルビオン』1613年
版より
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待
を
寄
せ
た
。
獄
中
で
の
ロ
ー
リ
の
執
筆
活
動
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
も
っ
と
も
偉
大
な
一
人
」
で
あ
る
ヘ
ン
リ
へ
の
「
奉
仕
」
が
一

つ
の
動
機
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
ヘ
ン
リ
の
死
後
に
出
版
さ
れ
た
『
世
界
史
』（
一
六
一
四
）
は
、
ロ
ー
リ
に
よ
れ
ば
「
主
人
の
い
な
い
世

界
に
取
り
残
さ
れ
た
」
の
で
あ
る

（
（3
（

。

第
二
章　

叙
任
式
と
仮
面
劇

　

こ
う
し
て
、
ヘ
ン
リ
が
成
長
す
る
に
つ
れ
て
、
彼
を
伝
説
の
英
雄
（
ヘ
ラ
ク
レ
ス
、
ア
キ
レ
ウ
ス
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
）
や
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
の
盟
主
と
し
て
単
に
称
え
る
だ
け
で
な
く
、
模
範
的
な
君
主
像
や
統
治
の
技
術
を
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
助
言
す
る
多
く
の
言
説
が
展

開
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
た
と
え
ば
、
伝
統
的
な
「
君
主
の
鑑
」
論
と
同
様
に
倫
理
的
な
徳
や
民
衆
へ
の
配
慮
を
強
調
し
た
作
品
と
し
て
、

ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
『
バ
シ
リ
コ
ン
・
ド
ロ
ン
』
の
他
に
も
、
ヘ
ン
リ
に
献
呈
さ
れ
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
モ
ア
の
『
若
き
君
主
の
た
め
の
諸
原
理
』（
一

六
一
一
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
で
モ
ア
は
、
正
義
や
信
義
、
行
動
の
一
貫
性
や
鷹
揚
さ
な
ど
を
主
張
す
る
一
方
で
、「
王
的
・
政
治

的
統
治 Regal and politicke governm

ent

」
に
お
い
て
は
民
衆
の
意
思
に
反
し
た
法
の
改
変
や
財
産
の
没
収
な
ど
は
で
き
な
い
こ
と
を

指
摘
す
る
。
し
か
も
、
彼
は
こ
の
こ
と
を
、
建
国
者
ブ
ル
ー
タ
ス
の
伝
説
や
、
王
と
暴
君
を
区
別
し
た
プ
ル
タ
ル
コ
ス
の
議
論
を
用
い
て
強

化
し
た

（
（3
（

。
そ
し
て
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
も
ま
た
、
王
と
暴
君
の
違
い
や
君
主
の
責
務
の
大
き
さ
を
強
調
し
つ
つ
、『
バ
シ
リ
コ
ン
・
ド
ロ
ン
』
の

末
尾
に
お
い
て
、
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
の
『
ア
エ
ネ
ー
イ
ス
』
を
引
用
し
な
が
ら
、
か
つ
て
の
ロ
ー
マ
帝
国
の
支
配
を
可
能
に
し
た
よ
う
な
統

治
の
ア
ー
ト
に
卓
越
す
る
必
要
を
説
い
た
の
で
あ
る

（
（3
（

。

も
っ
と
も
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
や
共
和
政
に
比
べ
、
王
権
や
君
主
政
を
め
ぐ
る
言
説
に
お
い
て
は
、
人
間
の
理
性

や
抽
象
的
・
体
系
的
な
理
論
よ
り
も
、
人
間
の
感
覚
や
感
情
、
あ
る
い
は
想
像
力
に
訴
え
る
傾
向
が
強
く
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か

も
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
に
よ
れ
ば
、
君
主
は
「
公
的
な
人
格
」
で
あ
り
、「
公
的
な
舞
台
」
に
お
い
て
「
す
べ
て
の
人
々
の
視
線
」
を
浴
び
て
い
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る
（
（3
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
以
下
の
各
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
ヘ
ン
リ
を
め
ぐ
る
君
主
論
や
統
治
論
は
、
学
問
的
な
著
作
だ
け
で
な
く
、
先
に
見
た
洗

礼
式
な
ど
の
式
典
や
仮
面
劇
、
エ
ン
ブ
レ
ム
、
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
多
彩
な
形
式
を
通
じ
て
表
象
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
一
六
一
〇
年
六
月
四
日
、
ヘ
ン
リ
に
「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
の
称
号
を
与
え
る
叙
任
式
が
議
会
で
行
わ

れ
（
（3
（

、
そ
の
一
連
の
過
程
に
お
い
て
、
ヘ
ン
リ
は
実
際
に
「
公
的
な
人
格
」
と
し
て
「
す
べ
て
の
人
々
の
視
線
」
を
集
め
る
こ
と
に
な
る
。
当

時
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
式
に
先
立
っ
て
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
宮
殿
か
ら
船
で
移
動
す
る
に
あ
た
り
、
彼
は
、
ロ
ン
ド
ン
市
に
よ
る
「
贅
を
尽
く
し

た
」
水
上
行
列
で
迎
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
テ
ム
ズ
川
は
見
物
の
ボ
ー
ト
で
埋
ま
り
、
両
岸
に
は
「
数
限
り
な
い
民
衆
」
が
詰
め
か
け
、
彼
が

ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ル
宮
殿
に
到
着
す
る
と
「
雷
鳴
の
よ
う
な
歓
声
が
空
に
上
が
り
」、「
民
衆
の
心
の
喜
び
」
が
示
さ
れ
た
と
い
う

（
（3
（

。
そ
し
て
、

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
に
お
け
る
式
の
当
日
に
は
、
両
院
の
議
員
だ
け
で
な
く
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
貴
族
、
ロ
ン
ド
ン

の
市
長
や
参
事
会
員
、
そ
し
て
各
国
の
大
使
ら
も
参
列
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
公
的
な
舞
台
」
に
臨
む
に
あ
た
り
、
ヘ
ン
リ
は
自
ら
、
過
去
の
皇
太
子
の
歩
み
を
「
模
倣
し
、
踏
襲
す
る
」
こ
と
を
強
く

望
み
、
臣
下
に
先
例
の
調
査
を
行
わ
せ
て
い
た

（
（3
（

。
そ
の
う
え
で
、
一
五
〇
四
年
以
来
、
百
年
以
上
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
儀
式
を
復
活
さ
せ

る
に
あ
た
っ
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
伯
ロ
バ
ー
ト
・
セ
シ
ル
で
あ
る

（
（3
（

。
秘
書
長
官
に
加
え
て
大
蔵
卿
を
兼

ね
て
い
た
彼
は
当
時
、
深
刻
な
財
政
問
題
を
抱
え
た
王
権
と
議
会
の
調
整
と
い
う
難
題
を
抱
え
な
が
ら
、
ヘ
ン
リ
の
政
治
教
育
に
も
関
与
し

て
い
た
。
実
際
に
彼
は
、
諸
外
国
か
ら
の
大
使
の
報
告
書
を
ヘ
ン
リ
に
も
送
り
、「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
や
キ
ケ
ロ
よ
り
も
、
そ
れ
ら
を
毎
日

読
む
方
が
ブ
リ
テ
ン
の
皇
太
子
に
は
よ
り
適
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
」と
も
述
べ
て
い
る

（
（4
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
議
会
で
の
叙
任
式
の
実
施
に
は
、
ソ
ー

ル
ズ
ベ
リ
ー
の
高
度
な
政
治
的
・
教
育
的
意
図
が
幾
重
に
も
織
り
込
ま
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
一
方
で
、「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・

ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
と
い
う
「
公
的
な
人
格
」
を
「
す
べ
て
の
人
々
の
視
線
」
を
集
め
た
「
公
的
な
舞
台
」
に
立
た
せ
、
歴
史
あ
る
王
権
の
正
統

な
継
承
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
緊
張
関
係
に
あ
る
王
権
と
議
会
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ロ
ン
ド
ン
、
そ
し
て

諸
外
国
と
の
融
和
を
図
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
れ
は
ま
た
、
ヘ
ン
リ
に
実
際
の
「
権
力
の
絵
巻
」（
ク
ロ
フ
ト
）
を
見
せ
る
政
治
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教
育
の
機
会
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る

（
（4
（

。

も
っ
と
も
、
こ
の
叙
任
式
そ
の
も
の
や
、
当
日
の
夜
に
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ダ
ニ
エ
ル
の
仮
面
劇
『
テ
ー
テ
ュ
ー
ス
の
祝
祭
』
が
上
演
さ
れ
た

こ
と
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
当
時
は
リ
ア
ル
な
権
力
政
治
の
傍
ら
で
式
典
や
祝
祭
、
パ
ジ
ェ
ン
ト
、
馬
上
槍
試
合
、
仮
面
舞
踏
会
な
ど
の

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
が
頻
繁
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た

（
（4
（

。
ヘ
ン
リ
は
「
公
的
な
舞
台
」
に
立
つ
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
、
華
や
か
な
仮
構

の
世
界
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
な
か
で
も
、
初
期
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
朝
に
お
け
る
王
権
の
演
出
に
大
き
く
寄
与
し
た

の
が
宮
廷
の
仮
面
劇
で
あ
り

（
（4
（

、
そ
の
中
心
的
な
人
物
の
一
人
が
劇
作
家
の
ベ
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
の
ち
に
「
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
」
と
も
呼
ば
れ
た
彼
の
戯
曲
の
特
徴
は
、
古
代
ロ
ー
マ
を
舞
台
に
し
た
『
似
非
詩
人
』（
上
演
一
六
〇
一
、
出
版

一
六
〇
二
）
や
『
シ
ジ
ェ
イ
ナ
ス
』（
上
演
一
六
〇
三
、
出
版
一
六
〇
六
）
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
文
主
義
的
な
教
養
が
駆
使
さ
れ
る

こ
と
に
あ
る
。
そ
の
う
え
で
彼
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
即
位
を
記
念
し
た
一
六
〇
四
年
三
月
一
五
日
の
入
市
式
に
お
い
て
、「
ブ
リ
テ
ン
君
主

国
」
の
誕
生
や
ロ
ー
マ
皇
帝
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
再
来
を
祝
う
凱
旋
門
や
ス
ピ
ー
チ
を
考
案
し

（
（4
（

、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
に
重
用
さ
れ
た
。
そ
れ
以
降
、

ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
仮
面
劇
な
ど
を
通
じ
て
ジ
ェ
イ
ム
ズ
や
ヘ
ン
リ
、
あ
る
い
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
に
対
す
る
助
言
を
試
み
る
と
と
も
に
、
王
室
の
建

築
監
督
官
と
な
る
イ
ニ
ゴ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
助
力
を
得
て
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
王
権
の
思
想
を
言
語
化
・
視
覚
化
す
る
こ
と
に
な
る

（
（4
（

。

こ
う
し
た
な
か
、
ヘ
ン
リ
は
す
で
に
一
六
〇
三
年
六
月
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
を
出
発
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
至
る
途
中
の
オ
ー
ル
ソ
ー
プ
で
ジ
ョ

ン
ソ
ン
の
劇
を
献
呈
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
ヘ
ン
リ
は
仮
面
劇
に
強
い
関
心
を
示
し
、
劇
中
に
自
ら
登
場
す
る
だ
け
で
な
く
、
公
演
の
企

画
に
も
関
与
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
一
方
で
、
先
に
も
示
し
た
よ
う
な
学
問
や
文
芸
、
あ
る
い
は
人
文
学
に
対
す
る
ヘ
ン
リ
の
興

味
や
理
解
の
深
さ
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
た
と
え
ば
一
六
〇
九
年
二
月
二
日
に
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ル
で
上
演
さ
れ
た
『
女
王
の

仮
面
劇
』
に
つ
い
て
彼
は
、
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
の
『
詩
論
』
な
ど
の
、
こ
の
作
品
で
参
照
さ
れ
た
文
献
を
示
す
よ
う
に
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
求
め
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
に
応
え
て
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
ヘ
ン
リ
が
「
人
文
学 hum

anity 

と
名
の
つ
い
て
い
る
文
芸 letters 

や
高
尚
な
学
問
」
を
「
愛

好
」
し
て
い
る
こ
と
を
褒
め
称
え
た
の
で
あ
る

（
（4
（

。
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も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
人
文
主
義
的
な
教
養
に
裏
打
ち
さ
れ
た

ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
仮
面
劇
に
は
一
方
で
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
と
ヘ
ン
リ
に
象
徴

さ
れ
る
二
つ
の
統
治
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
緊
張
が
見
ら
れ
た

（
（4
（

。
す
な
わ
ち
、

ヘ
ン
リ
の
関
心
は
他
方
で
、
仮
面
劇
を
通
じ
て
ブ
リ
テ
ン
の
伝
説
と
騎

士
道
の
復
活
を
図
る
と
と
も
に
、
戦
う
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
プ
リ
ン
ス

と
し
て
の
姿
を
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
六
一

〇
年
の
一
月
六
日
（
一
二
夜
）
に
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ル
で
催
さ
れ
た
ジ
ョ

ン
ソ
ン
作
の
『
ヘ
ン
リ
王
子
の
槍
試
合
』
で
は
、
ア
ー
サ
ー
王
の
伝
説
を
も
と
に
騎
士
道
の
復
活
が
唱
え
ら
れ
、
上
演
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ

た
槍
試
合
に
は
ヘ
ン
リ
も
自
ら
参
加
し
た
の
で
あ
る

（
（4
（

。
ま
た
、「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
に
叙
せ
ら
れ
た
後
の
一
六
一
一
年
一

月
一
日
に
は
、
同
様
に
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ル
に
お
い
て
『
オ
ベ
ロ
ン
』
が
上
演
さ
れ
た
。
そ
し
て
、「
妖
精
の
プ
リ
ン
ス
」
を
副
題
と
す
る
『
オ

ベ
ロ
ン
』
で
は
、
ヘ
ン
リ
は
自
ら
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
舞
台
に
上
が
る
と
と
も
に
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
夏
の
夜
の
夢
』（
一
六
〇
〇
）
に

も
登
場
す
る
妖
精
王
オ
ベ
ロ
ン
に
擬
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る

（
（4
（

。

そ
の
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
仮
面
劇
に
お
い
て
は
、
舞
台
芸
術
を
担
当
し
た
ジ
ョ
ー
ン
ズ
に
よ
っ
て
「
妖
精
の
プ
リ
ン
ス
」
オ
ベ
ロ
ン
が
ロ
ー

マ
皇
帝
の
よ
う
な
衣
装
を
纏
い
（
図
４
）、
各
シ
ー
ン
に
お
い
て
古
典
的
な
意
匠
の
背
景
が
組
ま
れ
る
な
ど
、
人
文
主
義
的
な
テ
ー
マ
も
随

所
に
編
み
込
ま
れ
て
い
た

（
（5
（

。
ま
た
、
と
り
わ
け
見
逃
せ
な
い
の
は
、『
ヘ
ン
リ
王
子
の
槍
試
合
』
に
お
い
て
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
に
よ
る
ブ
リ
テ

ン
統
合
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
統
治
す
る
君
主
の
模
範
や
技
術
が
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
こ

の
「
文
治
の
ア
ー
ツ
」civil arts

は
軍
事
に
先
ん
じ
る
と
さ
れ
、
騎
士
道
の
栄
光
や
名
誉
と
は
対
照
的
に
、
日
常
的
な
法
や
交
易
、
平
和
を

志
向
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
歴
代
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
君
主
が
「
模
範
」
と
し
て
称
え
ら
れ
る
な
か
で
、「
貴
方
の
思
想
が
飛
翔

す
る
高
み
」
と
さ
れ
た
の
が
ジ
ェ
イ
ム
ズ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
劇
の
登
場
人
物
の
魔
術
師
マ
ー
リ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
統
治
の
仕
方
を

図４　オベロンの衣装
　　　Inigo Jones, 1611



論　説

522（法政研究 88－2－82）

知
る
」
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
も
と
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
結
ば
れ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
征
服
さ
れ
、
制
海
権
が
復
活
し
た
。

す
な
わ
ち
、「
諸
王
国
は
混
じ
り
あ
い
、
国
民
は
つ
な
が
り
、
帝
国
の
力
は
固
め
ら
れ
た
」
の
で
あ
る

（
（5
（

。

第
三
章　

エ
ン
ブ
レ
ム

　

こ
の
よ
う
に
、『
バ
シ
リ
コ
ン
・
ド
ロ
ン
』
を
は
じ
め
、
人
文
主
義
や
ブ
リ
テ
ン
の
伝
説
、
騎
士
道
と
い
っ
た
複
数
の
言
説
に
よ
っ
て
語

ら
れ
た
「
プ
リ
ン
ス
」
の
理
想
は
、
そ
の
内
部
に
緊
張
を
抱
え
つ
つ
も
、
宮
廷
や
議
会
と
い
っ
た
「
公
的
な
舞
台
」
の
上
で
彩
り
豊
か
に
視

覚
化
さ
れ
た
。
ベ
イ
コ
ン
に
よ
れ
ば
、「
思
想
は
か
な
ら
ず
語
を
媒
介
と
し
て
表
現
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

（
（5
（

」
の
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
ヘ
ン
リ
の
君
主
教
育
に
お
い
て
複
数
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
伝
え
る
多
様
な
ア
ー
ト
が
駆
使
さ
れ
て
い
た
も
う
一
つ
の
例
と
し
て
、

「
ヘ
ン
リ
の
宮
廷
を
取
り
巻
く
文
化
的
な
熱
意
を
忠
実
に
代
表
す
る
」
と
も
評
さ
れ
る

（
（5
（

ヘ
ン
リ
・
ピ
ー
チ
ャ
ム
と
、
と
く
に
『
ブ
リ
テ
ン
の

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
』（
一
六
一
二
）
を
は
じ
め
と
す
る
彼
の
エ
ン
ブ
レ
ム
集
に
着
目
し
て
み
た
い
。

　

ピ
ー
チ
ャ
ム
は
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
を
卒
業
し
た
後
、
グ
ラ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
教
師
を
務
め
る
一
方
で
音
楽
の
素
養
や
大
陸
旅
行
の
経

験
も
有
し
た
人
文
主
義
者
で
あ
り
、
同
時
代
の
代
表
的
な
教
育
書
で
あ
る
『
完
全
な
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
』（
一
六
二
二
）
の
作
者
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
る

（
（5
（

。
そ
の
後
も
版
を
重
ね
た（
一
六
二
七
、
三
四
、
六
一
）こ
の
作
品
に
お
い
て
彼
は
、「
す
べ
て
の
助
言
と
指
導
の
源
泉
」は「
善

き
学
問
の
知
識
」
で
あ
る
な
ど
と
し
て
、
君
主
や
貴
族
に
学
問
が
必
要
な
こ
と
を
強
調
し
た

（
（5
（

。
彼
は
ま
た
、
プ
ル
タ
ル
コ
ス
に
加
え
、
エ
ラ

ス
ム
ス
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ス
、
あ
る
い
は
エ
リ
オ
ッ
ト
や
ア
ス
カ
ム
と
い
っ
た
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
代
表
的
な
教
育
書
を
一
方
で
意
識
し
つ
つ
、
他

国
と
比
べ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
教
育
が
「
粗
野
で
遅
れ
て
い
る
」
こ
と
の
問
題
を
指
摘
し
、「
無
知
の
時
代
の
暴
政
」
を
な
く
す
こ
と
を
目

指
し
た
の
で
あ
る

（
（5
（

。
そ
し
て
、「
完
全
な
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
」
の
成
型
に
必
要
な
学
問
と
し
て
ピ
ー
チ
ャ
ム
が
挙
げ
た
の
が
、
話
し
方
や
書

き
方
、
歴
史
、
天
文
、
地
理
、
幾
何
、
詩
文
、
音
楽
、
図
画
、
紋
章
、
体
育
、
振
舞
、
旅
行
な
ど
で
あ
っ
た

（
（5
（

。
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こ
の
な
か
で
、
言
語
に
関
す
る
ア
ー
ト
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
詩
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
「
最
初
の
哲
学
」
で
あ
り
、
人
の
心
を
動
か
し
、

野
蛮
を
文
明
（
シ
ヴ
ィ
リ
テ
ィ
）
へ
と
変
え
る
力
を
有
し
て
い
る
と
い
っ
た
、
同
時
代
に
広
く
共
有
さ
れ
て
い
た
議
論
が
繰
り
返
さ
れ
て
い

る
（
（5
（

。
ま
た
、
こ
の
詩
文
に
加
え
、
キ
ケ
ロ
を
模
範
と
す
る
雄
弁
も
高
く
評
価
さ
れ
る
。
ピ
ー
チ
ャ
ム
に
よ
れ
ば
、
雄
弁
は
悪
用
の
危
険
が
あ

る
も
の
の
、
こ
れ
も
ま
た
、
詩
と
同
じ
く
野
蛮
か
ら
文
明
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、「
悪
い
風
俗
を
正
し
、
法
を
改
革
し
、
野
望
を
抑
え
、

す
べ
て
の
美
徳
を
支
え
る
主
要
な
手
段
」
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
君
主
に
は
、「
国
家
を
支
え
る
柱
」
で
あ
り
「
乱
れ
た
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス

に
調
和
を
も
た
ら
す
唯
一
の
鍵
」
で
あ
る
雄
弁
家
を
登
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
実
際
に
雄
弁
に
優
れ
て
い
た
顧

問
官
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
が
、
ベ
イ
コ
ン
の
父
ニ
コ
ラ
ス
や
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
の
父
バ
ー
リ
卿
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
セ
シ
ル
で
あ
っ
た

（
（5
（

。

　

も
っ
と
も
、
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
に
必
要
な
ア
ー
ト
と
し
て
、
と
く
に
ピ
ー
チ
ャ
ム
が
得
意
と
し
た
の
は
絵
画
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼

は
『
絵
画
の
技
術
』（
一
六
〇
六
、
〇
七
）、『
描
画
法
』（
一
六
一
二
）、『
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
の
習
練
』（
一
六
一
二
、
三
四
、
六
一
）
を
著
す

こ
と
と
な
る
。
繰
り
返
し
増
補
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
作
品
の
な
か
で
、
彼
は
具
体
的
な
画
法
に
加
え
て
、
図
画
の
卓
越
性
や
歴
史
の
古
さ
、
過

去
の
高
い
評
価
、
有
用
性
、
必
要
性
を
主
張
す
る
。
そ
の
際
、
彼
が
繰
り
返
し
言
及
し
た
の
が
、
文
法
や
体
育
、
音
楽
と
と
も
に
図
画
を

「
よ
く
統
治
さ
れ
た
都
市
や
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
」
に
お
け
る
初
等
教
育
の
主
要
な
教
養
科
目
と
し
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
政
治
学
』
で
あ
っ

た
（
（6
（

。
ピ
ー
チ
ャ
ム
は
ま
た
、
画
力
が
娯
楽
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
数
学
や
軍
事
と
い
っ
た
他
の
ア
ー
ト
と
も
深
く
関
連
し
、
図
面
や
城
塞
の

様
子
、
市
街
、
港
湾
な
ど
の
位
置
、
河
川
の
流
路
、
森
や
沼
地
や
岩
山
な
ど
を
通
る
道
筋
、
あ
る
い
は
外
国
で
の
観
察
対
象
な
ど
を
描
く
た

め
に
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る

（
（6
（

。
実
際
に
彼
は
、「
陛
下
を
真
に
描
い
た
絵
」
が
な
い
こ
と
に
驚
き
を
示
し
つ
つ
、
宮
廷
の
な
か
で
ジ
ェ

イ
ム
ズ
を
何
度
も
観
察
し
、「
一
時
間
」
で
そ
の
ス
ケ
ッ
チ
を
描
き
上
げ
た
と
い
う

（
（6
（

。

　

ピ
ー
チ
ャ
ム
の
『
ブ
リ
テ
ン
の
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
』
は
、
以
上
の
よ
う
な
文
明
化
さ
れ
た
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
を
支
え
る
言
語
と
図
像
の
ア
ー
ト

が
複
合
的
に
用
い
ら
れ
た
エ
ン
ブ
レ
ム
集
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
言
う
エ
ン
ブ
レ
ム
と
は
、
広
義
に
は
寓
意
画
を
意
味
す
る
が
、
狭
義
に
は

モ
ッ
ト
ー
と
図
像
、
エ
ピ
グ
ラ
ム
（
短
詩
）
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
一
般
的
な
真
理
や
道
徳
を
伝
達
す
る
表
現
形
式
を
指
す
（
こ
れ
に
関



論　説

524（法政研究 88－2－84）

連
し
て
、
個
人
の
信
条
な
ど
を
モ
ッ
ト
ー
と
図
像
で
示
し
た
も
の
は
イ
ン
プ
レ
ー
サ
、
も
し
く
は
英

語
で
デ
ィ
ヴ
ァ
イ
ス
と
呼
ば
れ
る
が
、
常
に
厳
密
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い

（
（6
（

）。
こ
の

エ
ン
ブ
レ
ム
は
、「
詩
は
絵
の
ご
と
く
」
と
す
る
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
シ
モ
ニ
デ
ス
や
ホ
ラ
テ
ィ
ウ
ス
な

ど
の
詩
論
を
背
景
と
し

（
（6
（

、
ミ
ラ
ノ
出
身
の
人
文
主
義
者
・
法
学
者
の
ア
ル
チ
ャ
ー
テ
ィ
に
よ
る
『
エ

ン
ブ
レ
ム
集
』（
一
五
三
一
）
を
嚆
矢
と
し
て
一
六
世
紀
以
降
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
広
く
用
い
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
も
一
七
〇
〇
年
ま
で
に
五
〇
冊
以
上
の
エ
ン
ブ
レ
ム
・
ブ
ッ
ク
が
出
版

さ
れ
た
が
、
そ
の
初
期
の
代
表
的
な
作
品
の
一
つ
が
『
ブ
リ
テ
ン
の
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
』
で
あ
っ
た

（
（6
（

。

　

ピ
ー
チ
ャ
ム
は
、「
英
雄
的
デ
ィ
ヴ
ァ
イ
ス
の
庭
園
」
を
副
題
と
し
、
二
〇
七
の
エ
ン
ブ
レ
ム
を
収

録
し
た
『
ブ
リ
テ
ン
の
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
』
を
、「
す
べ
て
の
善
き
学
問
と
卓
越
し
た
も
の
」
に
対
す
る
「
王

者
と
し
て
の
広
い
度
量
」
を
示
す
ヘ
ン
リ
に
献
呈
し
た

（
（6
（

。
ま
た
、「
著
者
の
結
論
」
と
題
さ
れ
た
巻
末

の
詩
文
に
お
い
て
は
、
ブ
リ
テ
ン
帝
国
と
そ
れ
を
支
え
る
騎
士
道
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
の
三
つ
の
王
笏
を
手
に
す
る
「
島
々
の
女
帝
」
の
姿
を
通
じ
て
提
示
さ
れ
る
。
し
か
も
、
こ
の
詩
の
な
か
で
は
ま
た
、
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ル

に
実
際
に
あ
っ
た
盾
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
同
様
に
、「
島
々
の
女
帝
」
の
傍
ら
に
あ
る
木
々
に
「
彼
女
の
征
服
事
業
に
お
け
る
ア
ク
タ
ー
」
で

あ
る
「
す
べ
て
の
立
派
な
騎
士
」
の
「
銀
の
盾
」
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
光
景
が
、
あ
た
か
も
「
絵
の
ご
と
く
」
描
写
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
（6
（

。

こ
う
し
て
、『
ブ
リ
テ
ン
の
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
』
に
は
実
際
に
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
や
ヘ
ン
リ
と
い
っ
た
王
族
に
加
え
、
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
な
ど
の

重
臣
や
ベ
イ
コ
ン
を
含
め
た
高
官
、
学
友
の
ハ
リ
ン
ト
ン
、
そ
し
て
チ
ャ
ロ
ナ
ー
や
ニ
ュ
ー
ト
ン
と
い
っ
た
ヘ
ン
リ
の
家
臣
を
含
む
ブ
リ
テ

ン
の
「
騎
士
」
の
エ
ン
ブ
レ
ム
も
掲
げ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
ま
た
、
同
時
代
に
お
け
る
多
様
な
政
治
思
想
の
展
開
を
可
視
化
し
た
も
の
で

も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、「
グ
レ
イ
ト
・
ブ
リ
テ
ン
の
王
」
と
し
て
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、
王
権
神
授
説
を
図
像
化
し
た
天
か
ら
差
し
出
さ
れ

た
王
冠
（
図
５
）
や
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
二
匹
の
ラ
イ
オ
ン
、
病
を
退
治
す
る
ド
ラ
ゴ
ン
、
都
市
を
守
る
落
と
し
格
子

図５　王権神授説の寓意画
　　　Peacham, Minerva Britanna , p. 1.
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な
ど
で
表
象
さ
れ
た

（
（6
（

。
そ
し
て
、
ヘ
ン
リ
は
槍
を
持
っ
た
馬
上
の
騎
士

と
し
て
描
か
れ
る
。
し
か
も
、
こ
の
図
像
に
付
さ
れ
た
エ
ピ
グ
ラ
ム
に

お
い
て
は
、
荒
馬
を
乗
り
こ
な
し
、
版
図
を
拡
げ
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ

ス
と
同
様
に
、
ヘ
ン
リ
が
ト
ル
コ
や
ス
ペ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ

ア
、
そ
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ハ
イ
ラ
ン
ダ
ー
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

叛
徒
に
対
し
て
ブ
リ
テ
ン
の
勇
武
を
示
す
こ
と
が
謳
わ
れ
た
の
で
あ
る

（
図
６

（
（6
（

）。

こ
れ
ら
の
エ
ン
ブ
レ
ム
に
は
ま
た
、
政
治
的
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
示
す

だ
け
で
な
く
、
教
育
と
い
う
面
か
ら
も
、
言
語
と
図
像
に
よ
る
高
い
相

乗
効
果
が
期
待
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
ベ
イ
コ
ン
に
よ
れ
ば
、「
エ
ン
ブ

レ
ム
は
知
的
な
想
念
を
、
感
覚
的
な
映
像
に
か
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
う
が
い
っ
そ
う
記
憶
に
残
る

（
（7
（

」
の
で
あ
る
。
ま
た
、
モ
ッ

ト
ー
や
エ
ピ
グ
ラ
ム
に
は
、
人
文
主
義
的
な
教
養
を
前
提
と
し
た
、
い
わ
ば
本
歌
取
り
の
よ
う
な
引
用
の
技
法
が
重
層
的
に
用
い
ら
れ
て
い

た
。
た
と
え
ば
、
ヘ
ン
リ
の
雄
飛
を
馬
上
の
騎
士
と
し
て
視
覚
化
し
た
先
の
エ
ン
ブ
レ
ム
で
は
、
プ
ル
タ
ル
コ
ス
の
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス

大
王
伝
」
に
由
来
す
る
「
ブ
リ
テ
ン
に
は
お
前
の
居
場
所
は
な
い
」
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
が
ギ
リ
シ
ア
語
で
掲
げ
ら
れ
る

（
（7
（

と
と
も
に
、
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ロ
ス
の
よ
う
に
乗
馬
に
優
れ
る
こ
と
を
求
め
た
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
『
バ
シ
リ
コ
ン
・
ド
ロ
ン
』
の
一
節
が
ラ
テ
ン
語
に
訳
さ
れ
、
併
せ

て
参
照
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

（
（7
（

。

こ
の
よ
う
な
君
主
教
育
の
観
点
か
ら
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ピ
ー
チ
ャ
ム
が
『
ブ
リ
テ
ン
の
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
』
と
は
別
に
、
こ
の
『
バ

シ
リ
コ
ン
・
ド
ロ
ン
』
を
基
に
し
た
エ
ン
ブ
レ
ム
集
の
手
稿
を
複
数
作
成
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う

（
（7
（

。
な
か
で
も
、
ヘ
ン
リ
が
一
六
一
〇
年

に
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
称
号
を
得
た
際
に
作
成
さ
れ
た
手
稿
（
以
下 M

S Royal 

と
表
記
）
は
、
鮮
や
か
な
彩
色
が
な
さ
れ

図６　ヘンリのエンブレム
　　　Peacham, Minerva Britanna , p. 17.
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て
い
る
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
ヘ
ン
リ
に
贈
ら
れ
た
こ
と
で
も
見
逃
せ
な
い
。
そ
の
ヘ
ン
リ
宛
の
献
辞
に
よ
れ
ば
、
エ
ン
ブ
レ
ム
は
古
く
か

ら
ヘ
ロ
ド
ト
ス
や
プ
リ
ニ
ウ
ス
、
そ
し
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
含
む
多
く
の
古
代
人
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
、
エ
ジ
プ
ト
の
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
、

ロ
ー
マ
の
神
殿
や
劇
場
な
ど
に
も
広
く
見
ら
れ
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
花
や
魚
や
木
と
い
っ
た
動
植
物
を
様
々
な
徳
目
の
象
徴
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
然
哲
学
の
知
識
だ
け
で
な
く
、
文
明
的
な
国
家 civilem

 politiam
 

や
人
間
的
な
生
活
に
関
す
る
道
徳
哲
学
を
と
も
に
開
示
す

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ピ
ー
チ
ャ
ム
に
よ
る
『
バ
シ
リ
コ
ン
・
ド
ロ
ン
』
の
エ
ン
ブ
レ
ム
集
も
ま
た
、
視
覚
や
文
章
の
効
果
な
ど
に
よ
っ
て
、
キ

リ
ス
ト
教
の
教
え
だ
け
で
な
く
、
国
政
の
基
礎
や
善
き
生
活
を
よ
り
確
か
に
す
る
も
の
と
し
て
献
呈
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
（7
（

。

こ
う
し
て
、M

S Royal 
に
は
『
バ
シ
リ
コ
ン
・
ド
ロ
ン
』
の
内
容
を
「
感
覚
的
な
映
像
」
へ
と
変
換
し
た
七
八
の
エ
ン
ブ
レ
ム
が
収
録

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、『
ブ
リ
テ
ン
の
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
』
に
も
掲
載
さ
れ
た
神
授
の
王
冠
が
二
本
の
鎖
で
吊
る
さ
れ
て
い
る
様
子

は
、
神
に
対
す
る
人
間
と
し
て
の
義
務
、
そ
し
て
人
間
を
支
配
す
る
「
小
さ
な
神
」
と
し
て
の
義
務
を
説
い
た
『
バ
シ
リ
コ
ン
・
ド
ロ
ン
』

の
冒
頭
の
議
論
を
図
案
化
し
た
も
の
で
あ
る

（
（7
（

。
ま
た
、
点
灯
し
た
ロ
ウ
ソ
ク
に
よ
っ
て
君
主
が
民
衆
の
模
範
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
ハ
エ

の
た
か
る
ロ
ー
マ
皇
帝
ド
ミ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
の
墓
の
図
像
に
よ
っ
て
暴
君
の
悲
惨
さ
が
強

調
さ
れ
た
。
加
え
て
、
人
間
の
有
為
転
変
と
歴
史
の
教
訓
は
運
命
の
輪
に
よ
っ
て
、
リ

ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
を
適
度
に
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
計
測
用
の
道
具
を
手
に
し
た
学
者
の
姿

に
よ
っ
て
視
覚
化
さ
れ
る

（
（7
（

。
そ
し
て
、『
バ
シ
リ
コ
ン
・
ド
ロ
ン
』
の
末
尾
で
ウ
ェ
ル
ギ

リ
ウ
ス
の
『
ア
エ
ネ
ー
イ
ス
』
の
一
句
を
通
じ
て
語
ら
れ
た
、
ブ
リ
テ
ン
を
支
配
す
る

「
ア
ー
ト
」
に
卓
越
す
る
必
要
は
、「
名
誉
で
は
な
く
重
責
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
王
冠

の
上
に
乗
る
赤
い
ラ
イ
オ
ン
を
描
い
た
図
像
に
よ
っ
て
可
視
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
図

７
（
（7
（

）。

図７　王冠の上に乗る赤ライオン
　　　�A .  R  Young  ( ed . ) ,  Henry 

Peacham’s Manuscript Emblem 
Books , p. 205.
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第
四
章　

歴
史
と
統
治
の
ア
ー
ト

以
上
の
よ
う
に
、
ヘ
ン
リ
の
君
主
教
育
は
、
伝
統
的
な
「
君
主
の
鑑
」
論
だ
け
で
な
く
、
式
典
や
仮
面
劇
、
あ
る
い
は
エ
ン
ブ
レ
ム
を
通

じ
て
視
覚
的
に
も
行
わ
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
戯
曲
や
ピ
ー
チ
ャ
ム
の
図
像
、
そ
し
て
『
バ
シ
リ
コ
ン
・
ド
ロ
ン
』
の
末
尾

で
言
及
さ
れ
た
統
治
の
ア
ー
ト
に
つ
い
て
も
様
々
な
形
を
通
じ
て
助
言
が
な
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
ヘ
ン
リ
の
財
務
官
で
あ
っ
た
チ
ャ
ー
ル

ズ
・
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
す
べ
て
の
君
主
国
と
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
視
線
と
関
心
」
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
ヘ

ン
リ
に
対
し
、「
統
治
を
可
能
に
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
柄
」
に
取
り
組
み
、
宗
教
に
配
慮
し
、「
今
後
統
治
す
る
こ
と
に
な
る
複
数
の
国
民
に
平

等
に
愛
情
を
向
け
る
こ
と
」
を
助
言
す
る
。
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
は
ま
た
、「
権
威
」
と
「
敬
意
」
の
重
要
性
を
指
摘
し
な
が
ら
、「
王
や
君
主
」

は
生
ま
れ
な
が
ら
の
「
主
権
者
」
で
あ
る
が
、「
人
々
の
善
と
奉
仕
の
た
め
に
定
め
ら
れ
て
い
る
」
こ
と
を
強
調
し
た

（
（7
（

。
そ
し
て
、
ヘ
ン
リ

は
実
際
に
、
こ
れ
に
感
謝
す
る
手
紙
を
書
き
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
に
さ
ら
な
る
助
言
を
求
め
た
の
で
あ
る

（
（7
（

。

ま
た
、
一
六
〇
七
年
に
法
務
次
官
に
就
任
し
て
い
た
ベ
イ
コ
ン
も
助
言
者
の
一
人
で
あ
り
、
彼

は
『
政
治
道
徳
論
集
』
の
第
二
版
（
一
六
一
二
）
を
当
初
は
ヘ
ン
リ
に
献
呈
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、
エ
ッ
セ
イ
形
式
を
用
い
た
こ
の
作
品
に
お
い
て
、
ベ
イ
コ
ン
は
政
治
の
「
秘
密
や
秘
儀
」

を
「
寓
意
や
比
喩
」
に
包
ん
で
助
言
す
る

（
（8
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
た
と
え
ば
第
二
版
に
収
録
さ
れ
た
エ
ッ

セ
イ
「
助
言
に
つ
い
て
」
の
な
か
で
彼
は
、
国
王
と
助
言
が
一
体
で
あ
る
こ
と
や
顧
問
会
議
の
利

用
法
に
つ
い
て
の
「
帝
国
の
秘
密
」
を
、
ユ
ピ
テ
ル
が
助
言
を
意
味
す
る
メ
テ
ィ
ス
と
結
婚
し
、

思
慮
と
権
力
を
意
味
す
る
パ
ラ
ス
を
産
ん
だ
神
話
を
用
い
て
説
明
し
た

（
（8
（

（
こ
の
ユ
ピ
テ
ル
が
頭
か

ら
パ
ラ
ス
を
産
ん
だ
場
面
は
、『
ブ
リ
テ
ン
の
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
』
に
お
い
て
、
知
識
を
実
践
す
る
ア
ー

ト
の
重
要
性
を
示
す
も
の
と
し
て
も
描
か
れ
て
い
る
（
図
８

（
（8
（

））。
ま
た
、「
帝
国
に
つ
い
て
」
で
は
、

図８　ユピテルの頭部から産まれるパラス
　　　Peacham, Minerva Britanna , p. 188.
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善
政
と
悪
政
の
違
い
や
権
力
の
恣
意
的
な
行
使
の
問
題
が
、
暴
君
ネ
ロ
が
弾
い
た
竪
琴
の
調
弦
に
喩
え
て
説
明
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
神
に
対

す
る
王
の
二
重
の
義
務
を
述
べ
た
ジ
ェ
イ
ム
ズ
と
同
様
に
、
ベ
イ
コ
ン
も
ま
た
、
国
王
に
関
す
る
す
べ
て
の
教
訓
は
、
国
王
が
「
人
間
で
あ

る
こ
と
」
と
「
神
の
代
理
で
あ
る
こ
と
」
を
忘
れ
な
い
こ
と
に
含
ま
れ
る
と
す
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
は
専
制
権
力
を
正
当
化
す
る
も
の
で

は
な
く
、
逆
に
君
主
の
権
力
と
意
志
を
「
拘
束
す
る
」
の
で
あ
る

（
（8
（

。

も
っ
と
も
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、『
バ
シ
リ
コ
ン
・
ド
ロ
ン
』
に
お
い
て
、
統
治
の
た
め
の
「
す
べ
て
の
技
」
を
学
ぶ
ヘ
ン
リ
に
助

言
さ
れ
た
の
は
、
聖
書
や
法
と
と
も
に
、「
経
験
を
理
論
で
学
ぶ
」
こ
と
が
で
き
る
歴
史
に
「
精
通
す
る
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
ピ
ー
チ
ャ
ム

の
『
ブ
リ
テ
ン
の
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
』
や M

S Royal 

に
お
い
て
「
運
命
の
輪
」
と
し
て
描
か
れ
た
歴
史
か
ら
は
、
人
間
の
有
為
転
変
や
歴
史
の

教
訓
だ
け
で
な
く
、
外
国
の
大
使
や
異
邦
人
と
対
話
す
る
際
に
も
有
用
な
諸
外
国
の
事
情
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
か
で
も
「
軍
事
の
実

践
と
教
則
の
双
方
に
お
い
て
遥
か
に
傑
出
し
て
い
る
」
と
し
て
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
推
薦
し
た
の
が
カ
エ
サ
ル
の
『
ガ
リ
ア
戦
記
』
で
あ
っ
た

（
（8
（

。

こ
れ
を
受
け
て
、
の
ち
に
枢
密
院
の
書
記
と
な
る
ク
レ
メ
ン
ト
・
エ
ド
モ
ン
ズ
に
よ
る
『
ガ
リ
ア
戦
記
』
の
翻
訳
（
一
六
〇
四
、
〇
九
）
は

ヘ
ン
リ
に
献
呈
さ
れ
た

（
（8
（

。
そ
し
て
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
に
よ
れ
ば
、
ヘ
ン
リ
は
文
武
に
励
む
な
か
で
、
乗
馬
や
テ
ニ
ス
、
軍
事
に
役
立
つ
数

学
な
ど
に
加
え
、
文
治 governm

ent civill 

の
知
識
を
得
る
た
め
に
、「
現
在
の
事
柄
に
つ
い
て
判
断
し
、
未
来
の
事
柄
を
防
ぐ
こ
と
に
大

き
く
寄
与
す
る
過
去
の
事
柄
に
つ
い
て
の
知
識
」
で
あ
る
歴
史
に
時
間
を
割
い
た
と
い
う

（
（8
（

。

初
期
近
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
歴
史
は
、
統
治
の
指
針
と
な
る
政
治
的
な
思
慮
の
宝
庫
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
と
く
に
一
六
世
紀
後

半
以
降
の
宮
廷
社
会
で
は
、
カ
エ
サ
ル
や
、
あ
る
い
は
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
や
ポ
リ
ビ
ウ
ス
、
リ
ウ
ィ
ウ
ス
、
プ
ル
タ
ル
コ
ス
な
ど
に
加
え

て
、
タ
キ
ト
ゥ
ス
が
広
く
読
ま
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

（
（8
（

。
タ
キ
ト
ゥ
ス
は
『
エ
ン
ブ
レ
ム
集
』
の
著
者
ア
ル
チ
ャ
ー
テ
ィ
に
よ
る
注
釈

な
ど
を
経
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
人
文
主
義
者
リ
プ
シ
ウ
ス
が
編
集
し
た
全
集
（
一
五
八
一
）
に
よ
っ
て
普
及
し
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
も
ヘ
ン

リ
・
サ
ヴ
ィ
ル
に
よ
る
『
同
時
代
史
』
と
『
ア
グ
リ
コ
ラ
』
の
英
訳
（
一
五
九
一
）
や
リ
チ
ャ
ー
ド
・
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
に
よ
る
『
年
代
記
』

の
英
訳
（
一
五
九
八
）
が
出
版
さ
れ
、
第
二
代
エ
セ
ッ
ク
ス
伯
の
サ
ー
ク
ル
を
中
心
に
受
容
さ
れ
た

（
（8
（

。
エ
セ
ッ
ク
ス
宛
の
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
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の
献
辞
に
よ
れ
ば
、
歴
史
は
「
思
慮
の
母
で
あ
る
経
験
の
女
主
人
」
で
あ
り
、
タ
キ
ト
ゥ
ス
は
「
最
善
の
な
か
で
の
筆
頭
」
に
な
り
う
る
の

で
あ
る

（
（8
（

。
そ
し
て
、
こ
の
エ
セ
ッ
ク
ス
が
反
乱
の
廉
で
処
刑
さ
れ
た
後
、
彼
の
息
子
の
第
三
代
エ
セ
ッ
ク
ス
伯
を
含
む
サ
ー
ク
ル
の
面
々
が

再
び
集
っ
た
の
が
ヘ
ン
リ
の
宮
廷
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
、
第
二
代
エ
セ
ッ
ク
ス
伯
と
対
抗
し
た
セ
シ
ル
家
の
子
弟
も
「
宮
廷
の
カ
レ
ッ
ジ
」
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う

に
、
ヘ
ン
リ
の
宮
廷
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
に
対
す
る
反
乱
の
拠
点
に
な
っ
た
訳
で
は
な
い
。
ま
た
、
タ
キ
ト
ゥ
ス
や
他
の
古
典
だ
け
で
な
く
、

リ
プ
シ
ウ
ス
の
『
政
治
学
六
巻
』
や
グ
イ
ッ
チ
ャ
ル
デ
ィ
ー
ニ
の
『
イ
タ
リ
ア
史
』、
そ
し
て
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
な
ど
の
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の

文
献
も
政
治
的
思
慮
の
源
泉
と
し
て
広
く
読
ま
れ
て
い
た

（
（9
（

。
し
か
し
、
そ
う
し
た
な
か
で
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
『
年
代
記
』
に
お
け
る
古
代
ロ
ー

マ
の
寵
臣
を
タ
イ
ト
ル
に
し
た
戯
曲
『
シ
ジ
ェ
イ
ナ
ス
』
を
執
筆
し

（
（9
（

、
ベ
イ
コ
ン
は
タ
キ
ト
ゥ
ス
を
「
あ
ら
ゆ
る
歴
史
物
語
」
の
な
か
で
「
ま

さ
し
く
最
良
」
と
し

（
（9
（

、
ピ
ー
チ
ャ
ム
は
タ
キ
ト
ゥ
ス
を
「
歴
史
家
の
プ
リ
ン
ス
」
と
呼
ん
だ

（
（9
（

。
そ
し
て
ヘ
ン
リ
も
ま
た
、
タ
キ
ト
ゥ
ス
が
思

慮
の
宝
庫
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
、『
ア
グ
リ
コ
ラ
』
の
読
解
を
め
ぐ
っ
て
ハ
リ
ン
ト
ン
と
議
論
を
交
わ
し
た
の
で
あ
る

（
（9
（

。

ヘ
ン
リ
の
宮
廷
に
お
け
る
、
こ
の
タ
キ
ト
ゥ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
へ
の
関
心
は
、
エ
セ
ッ
ク
ス
・
サ
ー
ク
ル
の
一
員
で
あ
っ
た
ジ
ョ

ン
・
ヘ
イ
ワ
ー
ド
に
も
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ロ
ー
マ
法
学
者
で
も
あ
る
ヘ
イ
ワ
ー
ド
は
以
前
、
リ
チ
ャ
ー
ド
二
世
の
廃
位
を
扱
っ
た

『
ヘ
ン
リ
四
世
史
』（
一
五
九
九
）
に
よ
っ
て
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
怒
り
を
買
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
ヘ
イ
ワ
ー
ド
は
そ
の
後
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

史
の
多
く
に
不
満
を
抱
き
」、「
以
前
の
時
代
が
無
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
非
難
し
た
」
ヘ
ン
リ
と
の
会
話
に
触
発
さ
れ
て
『
三
人
の
ノ
ル
マ

ン
人
君
主
の
生
涯
』（
一
六
一
三
）
を
執
筆
し
た
の
で
あ
る

（
（9
（

。
ヘ
イ
ワ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、
こ
の
作
品
は
「
美
徳
の
範
例
」
や
「
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
帝
国
の
基
礎
」
で
あ
る
先
王
の
事
績
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
歴
史
そ
の
も
の
が
皇
太
子
に
「
最
も
適
し
た
主
題
」
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

「
偉
大
な
人
物
の
行
為
を
精
査
し
、
そ
の
す
べ
て
の
背
景
を
考
察
し
、
実
際
の
出
来
事
と
助
言
の
内
容
や
対
処
の
仕
方
を
比
較
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
」、「
人
は
あ
ら
ゆ
る
時
代
に
生
き
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
に
居
合
わ
せ
」、
そ
れ
と
と
も
に
「
判
断
が
よ
り
強
く
確
か
と
な
り
、
よ
り
大

き
な
経
験
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
」
か
ら
で
あ
る

（
（9
（

。
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も
っ
と
も
、
歴
史
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
統
治
の
ア
ー
ト
、
あ
る
い
は
政
治
的
な
思
慮
は
、
個
別
具
体
的
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
一
般
的

な
規
則
に
は
な
り
に
く
い
。
た
と
え
ば
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
に
よ
れ
ば
、
人
間
や
気
質
、
事
件
、
時
期
や
季
節
な
ど
の
多
様
性
の
た
め
に
助
言

の
内
容
は
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
熟
練
し
た
船
乗
り
は
し
ば
し
ば
、
彼
が
目
指
し
た
航
路
に
必
ず
し
も
沿
う
の
で
な
く
、

吹
く
風
に
応
じ
て
船
を
操
縦
す
る governeth

」
の
で
あ
る

（
（9
（

。
そ
の
た
め
、
た
と
え
ば
リ
プ
シ
ウ
ス
の
『
政
治
学
六
巻
』
や
ベ
イ
コ
ン
の
『
政

治
道
徳
論
集
』、
あ
る
い
は
グ
イ
ッ
チ
ャ
ル
デ
ィ
ー
ニ
の『
リ
コ
ル
デ
ィ
』な
ど
で
は
、
体
系
的
な
記
述
で
は
な
く
、
古
典
か
ら
の
引
用
や
エ
ッ

セ
イ
、
そ
し
て
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
断
片
的
な
叙
述
形
式
が
用
い
ら
れ
た

（
（9
（

。
し
か
も
、
ベ
イ
コ
ン
に
よ
れ
ば
、
体
系
的
な
記
述
は
「
同

意
や
信
用
を
得
る
に
は
適
し
て
い
る
」
が
、「
行
動
を
指
示
す
る
に
は
適
し
て
い
な
い
」。
こ
れ
に
対
し
て
、
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
の
よ
う
な
断
片

的
な
知
識
は
「
い
っ
そ
う
ふ
か
く
研
究
す
る
よ
う
に
と
人
び
と
を
い
ざ
な
う
」
の
で
あ
る

（
（9
（

。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
見
逃
せ
な
い

の
が
、
ヘ
ン
リ
と
チ
ャ
ー
ル
ズ
の
双
方
に
海
外
事
情
の
助
言
者
と
し
て
仕
え
た
ロ
バ
ー
ト
・
ダ
ー
リ
ン
ト
ン
の
『
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
集
』（
一

六
一
三
）
で
あ
る

（
（10
（

。

ダ
ー
リ
ン
ト
ン
は
当
初
、
エ
セ
ッ
ク
ス
・
サ
ー
ク
ル
の
一
員
で
あ
っ
た
ル
ト
ラ
ン
ド
伯
に
仕
え
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
家
庭
教
師
と
し
て

随
行
し
た
イ
タ
リ
ア
や
フ
ラ
ン
ス
の
国
土
や
統
治
の
形
態
を
記
し
た
『
フ
ラ
ン
ス
の
眺
望
』（
一
六
〇
四
）
や
『
ト
ス
カ
ナ
の
概
観
』（
一
六

〇
五
）
を
執
筆
し
た

（
（10
（

。
こ
の
当
時
、
外
国
旅
行
は
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
教
育
の
仕
上
げ
と
さ
れ
、
た
と
え
ば
ク
リ
ー
ラ
ン
ド
の
『
若
い
貴
族
の

学
院
』
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
真
の
政
治
学
」
で
あ
り
、「
あ
ら
ゆ
る
統
治
の
善
き
学
校
」
で
あ
る
と
し
て
推
奨
さ
れ
て
い
た

（
（10
（

。
そ
れ
ゆ
え
、

『
フ
ラ
ン
ス
の
眺
望
』
を
翌
年
に
改
題
し
た
『
旅
行
の
方
法
』（
一
六
〇
五
）
の
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
、
ダ
ー
リ
ン
ト
ン
の
作
品
は
実
際

に
旅
行
案
内
と
し
て
読
ま
れ
、
ピ
ー
チ
ャ
ム
は
『
完
全
な
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
』
の
な
か
で
そ
れ
を
「
誠
実
な
ペ
ン
」
に
よ
る
も
の
と
し
て
称

賛
し
た

（
（10
（

。
ま
た
、『
ト
ス
カ
ナ
の
概
観
』
の
な
か
で
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
つ
い
て
、
ダ
ン
テ
や
ペ
ト
ラ
ル
カ
、
ボ
ッ
カ
ッ
チ
ョ
、
あ
る
い

は
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
や
グ
イ
ッ
チ
ャ
ル
デ
ィ
ー
ニ
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
ら
が
活
躍
し
た
時
代
と
比
べ
、
現
在
で
は
ト
ス
カ
ナ
大
公
の
専
制
的

な
統
治
の
も
と
で
、
絵
画
と
詩
を
除
い
た
他
の
学
芸
や
技
芸
が
衰
退
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る

（
（10
（

。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
海
外
の
知
識



王権と君主の「ルネサンス」（木村）

531（88－2－91）

や
経
験
を
も
と
に
ヘ
ン
リ
の
宮
廷
に
入
っ
た
ダ
ー
リ
ン
ト
ン
は
、
グ
イ
ッ
チ
ャ
ル
デ
ィ
ー
ニ
の
『
イ
タ
リ
ア
史
』
を
も
と
に
、
タ
キ
ト
ゥ
ス

な
ど
の
古
典
か
ら
の
多
く
の
引
用
を
加
え
た
『
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
集
』（
一
六
一
三
）
を
編
ん
だ
の
で
あ
る
（
図
９
）。
彼
は
ま
た
、
こ
の
作
品

を
出
版
す
る
前
の
一
六
〇
九
年
に
、
そ
の
草
稿
を
ヘ
ン
リ
に
献
呈
し
た
が
、
そ
こ
に
は
「
歴
史
の
書
物
」
は
「
黙
せ
る
主
人
」
で
あ
る
と
記

さ
れ
て
い
た

（
（10
（

。

こ
の
『
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
集
』
は
、
ダ
ー
リ
ン
ト
ン
に
よ
れ
ば
同
時
代
の
政
治
、
哲
学
、
歴
史
の
書
物
の
方
法
を
統
合
し
た
作
品
で
あ
り
、

二
五
〇
近
い
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
と
古
典
か
ら
の
引
用
、
そ
し
て
『
イ
タ
リ
ア
史
』
か
ら
の
実
例
で
構
成
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
為
政
者
の
経

験
や
兵
士
の
実
践
、
学
者
の
読
書
に
見
合
う
議
論
が
な
さ
れ
、
大
部
の
書
物
を
紐
解
く
時
間
が
な
い
君
主
に
も
有
用
な
助
言
が
行
え
る
の
で

あ
る

（
（10
（

。
な
か
で
も
、
第
三
巻
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
一
六
で
は
、
キ
ケ
ロ
や
タ
キ
ト
ゥ
ス
、
あ
る
い
は
リ
プ
シ
ウ
ス
か
ら
の
引
用
や
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

の
ベ
ン
テ
ィ
ヴ
ォ
ー
リ
オ
の
事
例
か
ら
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
、
君
主
の
偽
装
や
悪
徳
を
容
認
す
る
次
の
よ
う
な
考
察
が

示
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
心
の
中
の
考
え
が
表
に
出
て
い
る
人
物
は
「
顧
問
会
議
の
席
」
に
は
向
い
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
「
公
的
な
仕
事

が
な
さ
れ
る
劇
場
に
お
い
て
は
、
平
時
で
あ
れ
戦
時
で
あ
れ
、
ア
ク

タ
ー
は
必
ず
仮
面
を
被
り
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
応
じ
て
仮
面
を
変
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
君
主
は
「
国

家
の
一
般
的
な
善
や
安
全
」
の
た
め
に
、「
平
坦
な
小
道
や
踏
み
固
め

ら
れ
た
道
」
で
は
な
く
、
あ
え
て
「
使
わ
れ
て
い
な
い
脇
道
」
に
降

り
る
こ
と
も
あ
り
う
る
の
で
あ
る

（
（10
（

。

こ
の
よ
う
な
政
治
に
お
け
る
偽
装
や
悪
徳
の
問
題
は
、
マ
キ
ァ

ヴ
ェ
ッ
リ
の
名
と
と
も
に
、
統
治
の
秘
密
を
め
ぐ
る
大
き
な
議
論
を

惹
き
起
こ
し
た
。
た
と
え
ば
ベ
イ
コ
ン
は
、
タ
キ
ト
ゥ
ス
を
参
照
し

図９　�ダーリントン『アフォリズム集』
（1613）表紙
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な
が
ら
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
に
お
け
る
「
術
策
も
し
く
は
政
治 arts or policy

」
と
暴
君
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
の
「
隠
蔽
」
を
区
別
し
、「
国
家

の
術 arts of State

」
と
は
何
を
秘
密
に
し
、
誰
に
い
つ
、
ど
の
程
度
明
ら
か
に
す
る
の
か
を
見
極
め
る
こ
と
に
あ
る
と
し
た

（
（10
（

。
ま
た
、
そ

の
タ
キ
ト
ゥ
ス
は
、
た
と
え
ば
『
年
代
記
』
に
お
い
て
、「
大
が
か
り
の
見
せ
し
め
を
目
的
と
す
る
罰
は
、
常
に
な
ん
ら
か
の
不
正
を
伴
う
」

が
「
個
人
の
こ
う
む
る
損
害
は
、
公
共
の
福
祉
で
も
っ
て
償
わ
れ
る
の
で
あ
る

（
（10
（

」
と
述
べ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
リ
プ
シ
ウ
ス
は
『
政
治
学
六

巻
』
の
な
か
で
、
欺
瞞
が
混
じ
っ
た
「
不
純
な
思
慮
」
を
条
件
付
き
で
容
認
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
水
で
割
っ
た
ワ
イ
ン
の
よ
う
に
、「
欺

瞞
の
水
滴
が
少
々
混
じ
っ
て
も
思
慮
は
思
慮
で
あ
る
」。
さ
ら
に
、
こ
の
世
は
プ
ラ
ト
ン
の
理
想
国
家
で
は
な
い
の
で
あ
り
、「
率
直
で
素
朴

な
人
物
」
は
「
こ
の
劇
場
に
は
向
か
な
い

（
（11
（

」。
そ
し
て
、
ダ
ー
リ
ン
ト
ン
は
先
に
紹
介
し
た
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
一
六
の
な
か
で
、
こ
の
タ
キ
ト
ゥ

ス
と
リ
プ
シ
ウ
ス
の
一
節
を
実
際
に
引
用
し
、
将
来
の
君
主
へ
の
助
言
の
効
果
を
高
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
の
よ
う
に
、
ブ
リ
テ
ン
の
皇
太
子
ヘ
ン
リ
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
の
君
主
教
育
に
お
い
て
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
『
バ
シ
リ
コ
ン
・
ド
ロ
ン
』

を
は
じ
め
と
し
て
、
伝
統
的
な
「
君
主
の
鑑
」
論
だ
け
で
な
く
、
洗
礼
式
や
叙
任
式
、
仮
面
劇
、
エ
ン
ブ
レ
ム
、
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
と
い
っ
た

視
覚
的
・
言
語
的
な
ア
ー
ト
が
複
合
的
に
駆
使
さ
れ
、
人
文
主
義
的
な
教
養
の
涵
養
が
目
指
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
ま
た
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン

や
ピ
ー
チ
ャ
ム
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
古
代
の
英
雄
や
ロ
ー
マ
皇
帝
、
ブ
リ
テ
ン
の
伝
説
や
中
世
以
来
の
騎
士
道
と
い
っ
た
理
想
の
君

主
を
め
ぐ
る
複
数
の
言
説
が
目
に
も
鮮
や
か
に
展
開
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
そ
の
一
方
で
は
、
ヘ
イ
ワ
ー
ド
や
ダ
ー
リ
ン
ト
ン
な
ど
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
タ
キ
ト
ゥ
ス
な
ど
を
通
じ
て
歴
史
を
振
り
返
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
含
め
た
ブ
リ
テ
ン

の
統
治
を
可
能
に
す
る
た
め
の
政
治
的
な
思
慮
、
あ
る
い
は
統
治
の
ア
ー
ト
が
説
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。



王権と君主の「ルネサンス」（木村）

533（88－2－93）

　

も
っ
と
も
、
こ
の
裏
側
（
あ
る
い
は
表
側
）
で
は
常
に
、
反
カ
ト
リ
ッ
ク
・
反
ス
ペ
イ
ン
の
戦
闘
的
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
君
主
を
求
め
る

声
が
常
に
上
が
っ
て
い
た
。
ま
た
、
理
想
の
君
主
像
は
一
様
で
は
も
ち
ろ
ん
な
く
、
相
互
に
対
立
や
矛
盾
の
契
機
を
有
し
、「
平
和
の
君
主
」

で
あ
る
と
と
も
に
「
学
識
あ
る
」
君
主
と
さ
れ
た
ジ
ェ
イ
ム
ズ
と
の
相
違
も
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
と
く
に
偽
装
や
悪
徳
を
一
部
容
認
す
る
タ

キ
ト
ゥ
ス
や
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
影
響
は
引
き
続
き
強
く
警
戒
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
に
よ
る
回
想
で
も
、「
類
ま
れ
な

高
潔
さ
と
思
想
の
清
ら
か
さ
」
を
有
し
た
ヘ
ン
リ
が
、「
ラ
イ
オ
ン
と
キ
ツ
ネ
の
皮
」
を
被
る
こ
と
な
く
、「
追
従
と
隠
蔽
を
嫌
悪
」
す
る
「
真

の
王
者
の
性
格
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
（11
（

。

　

と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
相
違
や
緊
張
を
内
包
し
た
議
論
の
広
が
り
は
む
し
ろ
、
将
来
の
「
ヘ
ン
リ
九
世
」
に
対
す
る
期
待
の
大
き
さ
を
示

し
た
も
の
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
彼
を
め
ぐ
る
君
主
論
と
統
治
論
に
は
そ
れ
ゆ
え
、
王
権
と
宮
廷
を
中
心
と
し
た
同
時
代
の
政
治
の
実
態
と
、

絶
対
主
義
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
は
還
元
さ
れ
な
い
理
想
の
君
主
像
や
統
治
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
と
も
に
反
映
さ
れ
た
、
モ
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
一

つ
の
「
絵
巻
」
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
、
古
典
や
歴
史
、
あ
る
い
は
詩
や
雄
弁
な
ど
に
加
え
、
式
典
や
演
劇
や
図
像
と

い
っ
た
多
彩
な
ア
ー
ト
の
活
用
は
、
人
間
の
理
性
や
抽
象
的
な
理
論
だ
け
で
な
く
、
感
情
や
感
覚
、
あ
る
い
は
想
像
力
に
も
訴
え
る
王
権
の

思
想
史
の
強
み
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
一
六
一
二
年
一
一
月
六
日
、
グ
レ
イ
ト
・
ブ
リ
テ
ン
帝
国
の
将
来
を
担
う
と
さ
れ
た
ヘ
ン
リ
は
、
わ
ず
か
一
八
歳
に
し
て
腸
チ

フ
ス
に
よ
り
急
逝
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
正
統
」
な
王
位
継
承
者
の
安
定
的
な
確
保
と
い
う
世
襲
の
王
権
に
常
に
内
在
す
る
問
題
を
、
ス

テ
ュ
ア
ー
ト
王
家
も
ま
た
免
れ
て
は
い
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
突
然
の
悲
劇
を
受
け
て
、
そ
の
早
過
ぎ
る
死
を
嘆
く
声
が

ブ
リ
テ
ン
の
内
外
に
満
ち
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
た
と
え
ば
ダ
ー
リ
ン
ト
ン
は
、
ヘ
ン
リ
の
宮
廷
が
「
ア
カ
デ
ミ
ー
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
称

賛
し
つ
つ
、
彼
に
献
呈
し
た
『
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
集
』
の
手
稿
を
「
学
問
と
学
者
に
対
す
る
彼
の
愛
情
の
記
念
碑
」
と
し
た
の
で
あ
る

（
（11
（

。

と
は
い
え
、
翌
年
に
出
版
さ
れ
た
『
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
集
』
が
ヘ
ン
リ
よ
り
七
歳
下
の
弟
チ
ャ
ー
ル
ズ
に
献
呈
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

ヘ
ン
リ
の
影
に
隠
れ
て
い
た
、
も
う
一
人
の
新
た
な
政
治
的
な
ア
ク
タ
ー
の
登
場
を
告
げ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ダ
ー
リ
ン
ト
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ン
は
、
の
ち
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
に
宛
て
て
、「
す
べ
て
の
眼
が
貴
方
の
上
に
あ
る
」
と
し
つ
つ
、
兄
の
ヘ
ン
リ
を
「
模
範
」
と
す
る
よ
う

に
訴
え
た

（
（11
（

。
ま
た
、
後
の
一
六
四
一
年
に
出
版
さ
れ
た
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
の
回
想
で
は
、
さ
ら
に
も
う
一
人
の
、
将
来
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世

に
対
し
て
も
同
様
に
、「
す
べ
て
の
人
の
眼
が
貴
方
の
上
に
あ
る
」
と
し
て
、「
真
の
王
者
の
性
格
」
を
有
し
た
伯
父
の
ヘ
ン
リ
の
「
真
の
継

承
者
」
と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た

（
（11
（

。
そ
し
て
、
内
乱
に
突
入
し
た
一
六
四
二
年
に
は
、
ヘ
ン
リ
に
贈
ら
れ
た
ロ
ー
リ
の
作
品
と
い
う
触
れ

込
み
で
、「
国
家
の
マ
キ
シ
ム
」
を
副
題
と
し
て
統
治
の
ア
ー
ト
を
論
じ
る
『
君
主
論
』
が
出
版
さ
れ
、
一
七
世
紀
の
後
半
に
何
度
も
版
を

重
ね
た
の
で
あ
る

（
（11
（

。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
初
期
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
朝
に
お
け
る
、
人
文
主
義
的
な
教
養
を
有
し
た
君
主
の
再
生
と
い
う
課
題
は
兄
の
ヘ
ン
リ
か
ら

弟
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
、
さ
ら
に
は
甥
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
へ
と
引
き
継
が
れ
た
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
継
承
の
行
方
は
別
の
物
語
と
な
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
内
乱
や
「
王
殺
し
」
を
経
て
も
な
お
、
王
権
と
君
主
の
「
ル
ネ
サ
ン
ス
」
は
繰
り
返
さ
れ
、
王
政
復
古
へ
と
至
る
の
で

あ
る
。

（
１�

）
た
と
え
ば
、R. M

. Sm
uts 

（ed.

）, T
he O

xford H
andbook of the A

ge of Shakespeare 

（O
xford U

niversity Press, 2016

）.　

ま
た
、
複
合

国
家
に
関
す
る
最
近
の
共
同
研
究
と
し
て
、
岩
井
淳
・
竹
澤
祐
丈
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
複
合
国
家
論
の
可
能
性
―
―
歴
史
学
と
思
想
史
の
対
話
』
ミ
ネ
ル

ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
二
一
年
。

（
２�

）
国
内
の
研
究
例
と
し
て
、
小
林
麻
衣
子
『
近
世
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
王
権
―
―
ジ
ェ
イ
ム
ズ
六
世
と
「
君
主
の
鑑
」』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
四
年
。

木
村
俊
道
『
想
像
と
歴
史
の
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
―
―
人
文
主
義
と
ブ
リ
テ
ン
帝
国
』
風
行
社
、
二
〇
二
〇
年
。

（
３�

）
モ
ナ
ー
キ
ズ
ム
に
関
す
る
近
年
の
研
究
例
と
し
て
、Cesare Cuttica and Glenn Burgess 

（eds.

）, M
onarchism

 and A
bsolutism

 in E
arly 

M
odern E

urope 

（Pickering &
 Chatto, 2012

）. 

同
時
代
の
宮
廷
文
化
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば Sm

uts, Court Culture and the O
rigins of 

a R
oyalist T

radition in E
arly Stuart E

ngland 

（U
niversity of Pennsylvania Press, 1987

）. L. L. Peck 

（ed.

）, T
he M

ental W
orld 

of the Jacobean Court 

（Cam
bridge U

niversity Press, 1991

）. K
evin Sharpe and Peter Lake 

（eds.

）, Culture and Politics in E
arly 

Stuart E
ngland 

（M
acm

illan, 1994

）. 

Ｄ
・
Ｌ
・
ス
ミ
ス
を
中
心
と
す
る
、
王
党
主
義
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、D

. L. Sm
ith, Constitutional 
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R
oyalism

 and the Search for Settlem
ent, c. 1640-1649 

（Cam
bridge U

niversity Press, 1994

）. Jason M
cElligott and D

. L. Sm
ith 

（eds.

）, R
oyalists and R

oyalism
 during the E

nglish Civil W
ars （Cam

bridge U
niversity Press, 2007

）. M
cElligott and Sm

ith （eds.

）, 
R

oyalists and R
oyalism

 during the Interregnum
 

（Cam
bridge U

niversity Press, 2010

）. 

ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
研
究
に
お
け
る
近
年

の
研
究
例
と
し
て
、Robert von Friedeburg and John M

orrill 

（eds.

）, M
onarchy T

ransform
ed: Princes and T

heir E
lites in E

arly 
M

odern W
estern E

urope （Cam
bridge U

niversity Press, 2017

）. 

（
４�

）
た
と
え
ば
、
木
村
『
想
像
と
歴
史
の
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス
』
第
三
、
四
章
。

（
５�

）Roy Strong, H
enry Prince of W

ales and E
ngland’s Lost R

enaissance （1986: Pim
lico, 2000

）. 

（
６�

）E. C. W
ilson, Prince H

enry and E
nglish Literature 

（Cornell U
niversity Press, 1946

）. J. W
. W

illiam
son, T

he M
yth of the 

Conqueror. Prince H
enry Stuart: A

 Study of 17th Century Personation 

（A
M

S Press, 1978

）. Graham
 Parry, T

he G
olden A

ge 
R

estor’d: T
he Culture of the Stuart Court, 1603-42 

（M
anchester U

niversity Press, 1981

）, ch. 3. 

近
年
の
ヘ
ン
リ
研
究
の
集
成
と

し
て
、T

im
othy W

ilks 

（ed.
）, Prince H

enry R
evived: Im

age and E
xem

plarity in E
arly M

odern E
ngland 

（Southam
pton Solent 

U
niversity/ Paul H

olberton Publishing, 2007

）. 

ま
た
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
展
示
に
連
動
し
たCatharine 

M
acLeod et. al., T

he Lost Prince: T
he Life &

 D
eath of H

enry Stuart 

（N
ational Portrait Gallery, 2012

） 

は
ヘ
ン
リ
の
多
彩
な
イ
メ
ー

ジ
を
視
覚
的
に
理
解
す
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。

（
７�

）A
ysha Pollnitz, Princely E

ducation in E
arly M

odern Britain 

（Cam
bridge U

niversity Press, 2015

）. Idem
, ‘H

um
anism

 and the 
Education of H

enry, Prince of W
ales’, in W

ilks （ed.

）, Prince H
enry R

evived, pp. 22-64.

（
８�

）M
ichael U

llyot, ‘Jam
es’s Reception and H

enry’s Receptivity: Reading Basilicon D
oron after 1603’, in W

ilks （ed.

）, Prince H
enry 

R
evived, pp. 65-84. 

（
９�

）Sm
uts, ‘Cultural D

iversity and Cultural Change at the Court of Jam
es I’, in Peck 

（ed.

）, T
he M

ental W
orld of the Jacobean 

Court, pp. 99-112. 

ジ
ェ
イ
ム
ズ
と
ヘ
ン
リ
の
関
係
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
ス
ト
ロ
ン
グ
ら
に
よ
っ
て
両
者
の
対
立
が
強
調
さ
れ
て
き
た
が
、
近

年
で
は
そ
の
見
直
し
が
な
さ
れ
て
い
る
。Pollnitz, ‘H

um
anism

 and the Education of H
enry’. U

llyot, ‘Jam
es’s Reception and H

enry’s 
Receptivity’. 

（
10�

）
こ
れ
ら
の
ア
ー
ト
を
含
め
、
広
く
同
時
代
の
政
治
文
化
に
着
目
し
た
研
究
の
例
と
し
て
、K

evin Sharpe, R
em

apping E
arly M

odern E
ngland: 

T
he Culture of Seventeenth-Century Politics 

（Cam
bridge U

niversity Press, 2000

）. Idem
, Im

age W
ars: Prom

oting K
ings and 

Com
m

onw
ealths in E

ngland 1603-1660 

（Y
ale U

niversity Press, 2010

）. 
と
く
に
表
題
画
に
つ
い
て
は
、Q

uentin Skinner, ‘H
obbes and 

the H
um

anist Frontispiece’, in Skinner, From
 H

um
anism

 to H
obbes: Studies in R

hetoric and Politics 

（Cam
bridge U

niversity 



論　説

536（法政研究 88－2－96）

Press, 2018

）, ch. 10 （pp. 222-315

）. 

な
お
、
政
治
哲
学
と
図
像
学
を
繋
ぎ
合
わ
せ
た
「
哲
学
的
図
像
学
」
の
必
要
を
指
摘
し
た
ア
ガ
ン
ベ
ン
に
よ
れ
ば
、

「
今
日
の
私
た
ち
は
そ
の
最
も
基
礎
的
な
諸
原
則
す
ら
手
に
し
て
い
な
い
」。
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
『
ス
タ
シ
ス
―
政
治
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
し
て

の
内
戦
』
高
桑
和
巳
訳
、
青
土
社
、
二
〇
一
六
年
、
五
四
―
五
六
頁
。

（
11�
）M

orrill, ‘D
ynasties, Realm

s, Peoples and State Form
ation, 1500-1720’, in Friedeburg and M

orrill （eds.

）, M
onarchy T

ransform
ed, 

pp. 17-43. 

（
12�

）
な
お
、
こ
こ
で
言
う
「
ア
ー
ト
」art

は
多
義
的
で
あ
り
、
本
稿
の
範
囲
内
で
も
①
教
養
や
学
芸
、
②
技
術
や
技
芸
、
③
芸
術
な
ど
の
意
味
が
あ
る
。
も
っ

と
も
、
一
九
世
紀
以
降
は
「
科
学
」science

の
台
頭
と
と
も
に
①
の
意
味
が
薄
れ
、
さ
ら
に
②
と
③
に
分
化
す
る
が
、
そ
れ
以
前
は
①
②
③
の
意
味
は

重
な
り
合
っ
て
い
た
。
本
稿
の
副
次
的
な
目
的
の
一
つ
は
、
こ
の
よ
う
な
、
初
期
近
代
に
お
け
る
人
文
主
義
的
な
教
養
、
統
治
の
技
術
、
そ
し
て
視
覚

芸
術
や
言
語
操
作
と
の
連
環
を
示
す
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
稿
で
は
「
ア
ー
ト
」
の
意
味
を
と
く
に
区
別
せ
ず
に
用
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

「
ア
ー
ト
」
と
し
て
の
教
養
に
つ
い
て
は
、
木
村
『
文
明
と
教
養
の
〈
政
治
〉
―
―
近
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
以
前
の
政
治
思
想
』
講
談
社
、
二
〇
一
三
年
。

（
13�

）W
illiam

 Fow
ler, A

 T
rue R

eportarie of the Baptism
e of the Prince of Scotland, 30 A

ugust 1594, 

（ed.

）, M
ichael U

llyot in 
Elizabeth Goldring et. al., 

（general eds.

）, John N
ichols’s T

he Progresses and Public Processions of Q
ueen E

lizabeth I: A
 N

ew
 

E
dition of the E

arly M
odern Sources, vol. 3, 1579-1595 

（O
xford U

niversity Press, 2014

）, pp. 742-764. Rick Bow
ers, ‘Jam

es V
I, 

Prince H
enry, and A

 T
rue R

eportarie of Baptism
 at Stirling 1594’, R

enaissance and R
eform

ation / R
enaissance et R

éform
e, vol. 

29, no. 4 （2005

）, pp. 3-22. 

（
14�

）Fow
ler, A

 T
rue R

eportarie of the Baptism
e, pp. 752, 744.

（
15�

）Bow
ers, ‘Jam

es V
I, Prince H

enry, and A
 T

rue R
eportarie of Baptism

’, pp. 3, 19. 

（
16�

）Alessandra Petrina, M
achiavelli in the British Isles: T

w
o E

arly M
odern T

ranslations of T
he Prince 

（A
shgate, 2009

）. Idem
, ‘T

he 
T

ravels of Ideology: N
iccolò M

achiavelli at the Court of Jam
es V

I’, M
odern Language R

eview
, vol. 102, no. 4 （2007

）, pp. 947-959.

（
17�

）K
ing Jam

es V
I and I, Political W

ritings, （ed.

）, J. P. Som
m

erville （Cam
bridge U

niversity Press, 1994

）, pp. 1, 3. 

（
18�

）T
hom

as Birch, T
he Life of H

enry Prince of W
ales, E

ldest Son of K
ing Jam

es I （London, 1760

）, p. 25.

（
19�

）
家
庭
教
師
で
あ
っ
た
ブ
キ
ャ
ナ
ン
を
後
に
強
く
批
判
し
た
ジ
ェ
イ
ム
ズ
と
は
異
な
り
、
ヘ
ン
リ
と
教
師
た
ち
が
「（
稀
な
こ
と
で
あ
る
が
）
極
め
て
好

ま
し
い
関
係
を
保
っ
た
」
こ
と
を
ベ
イ
コ
ン
は
記
し
て
い
る
。Francis Bacon, ‘In H

enricum
 Principem

 W
alliae: Elogium

 Francisci Baconi’, 
in T

he W
orks of Francis Bacon, vol. 6, 

（eds.

）, Jam
es Spedding, R. L. Ellis, and D

. D
. H

eath 

（1858: Cam
bridge, 2011

）, pp. 324, 328. 

な
お
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
ヘ
ン
リ
の
死
後
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
に
も
仕
え
た
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
ま
た
、
ホ
ル
バ
イ
ン
作
の
エ
ラ
ス
ム
ス
の
肖
像
画
を
所
有
し
て

い
た
が
、
彼
は
そ
れ
を
ど
ち
ら
か
の
「
王
子
」
に
贈
っ
て
い
る
。Strong, H

enry Prince of W
ales, p. 14.
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（
20�

）Birch, T
he Life of H

enry Prince of W
ales, p. 97.

（
21�

）Jam
es Cleland, H

ero-paideia or the Institvtion of a Y
ovng N

oble M
an 

（O
xford, 1607

）, p. 35. 

「
英
雄
の
教
育
」
を
タ
イ
ト
ル
で
謳
い
、

チ
ャ
ー
ル
ズ
に
献
呈
さ
れ
た
『
若
い
貴
族
の
学
院
』
の
各
巻
は
さ
ら
に
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
や
ハ
リ
ン
ト
ン
、
エ
セ
ッ
ク
ス
伯
と
い
っ
た
ヘ
ン
リ
の
「
ア

カ
デ
ミ
ー
」
の
面
々
に
捧
げ
ら
れ
た
。
こ
の
作
品
は
ま
た
、
後
にT

he Scottish A
cadem

ie 

（London, 1611

） 

や T
he Instruction of a Y

oung 
N

oble-m
an （O

xford, 1612

）と
し
て
再
版
さ
れ
た
。

（
22�

）K
ing Jam

es V
I and I, Political W

ritings, pp. 44, 46.

（
23�

）H
enry Peacham

, M
inerva Britanna or a G

arden of H
eroical D

iuises 

（London, 1612

）, A
2

r. 

ヘ
ン
リ
の
「
学
問
や
詩
神
ミ
ュ
ー
ズ
、
何

で
あ
れ
卓
越
し
た
す
べ
て
の
学
者
に
対
す
る
愛
」
に
つ
い
て
は
、Charles Cornw

allis, T
he Life and D

eath of O
vr Late M

ost Incom
parable 

and H
eroique Prince, H

enry Prince of W
ales （London, 1641

）, p. 97. 

な
お
、
こ
の
作
品
の
著
者
は
コ
ー
ン
ウ
ォ
リ
ス
で
は
な
く
ジ
ョ
ン
・
ホ
ー

キ
ン
ス
と
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
は
そ
れ
も
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。M

acLeod et. al., T
he Lost Prince, p. 176.

（
24�

）Bacon, ‘In H
enricum

 Principem
 W

alliae’, pp. 324, 328.

（
25�

）Birch, T
he Life of H

enry Prince of W
ales, pp. 75-76.

（
26�

）Strong, H
enry Prince of W

ales, pp. 8-9. H
. F. Brow

n 

（ed.

）, Calendar of State Papers and M
anuscripts, R

elating to E
nglish 

A
ffairs, E

xisting in the A
rchives and Collections of V

enice, and in O
ther Libraries of N

orthern Italy, vol. 10, 1603-1607 

（London, 
1900: K

raus Reprint, 1970

）, p. 513. 

当
時
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
大
使
に
よ
れ
ば
、
ヘ
ン
リ
は
ま
た
、
彼
よ
り
も
学
習
に
秀
で
て
い
る
と
さ
れ
た
チ
ャ
ー

ル
ズ
に
つ
い
て
、「
も
し
我
が
弟
に
彼
ら
が
言
う
程
の
学
識
が
あ
れ
ば
、
彼
を
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
に
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
た
と
さ
れ
る
。
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
大
使
は
続
け
て
、
こ
れ
を
快
く
思
わ
な
か
っ
た
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
人
気
の
あ
る
ヘ
ン
リ
に
対
し
て
「
率
直
に
言
え
ば
、
嫉
妬
を
募
ら
せ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
」
た
め
、「
彼
の
歩
み
を
導
く
賢
明
な
助
言
者
を
強
く
必
要
と
し
て
い
る
」
と
報
告
し
た
（pp. 513-514

）。

　

�　

も
っ
と
も
、
そ
の
後
の
ヘ
ン
リ
の
君
主
教
育
と
自
己
成
型
に
つ
い
て
は
、Pollnitz, Princely E

ducation, pp. 348-350. Idem
, ‘H

um
anism

 and 
the Education of H

enry, pp. 49-52. 

ポ
ル
ニ
ッ
ツ
は
と
く
に
、
一
六
〇
九
年
一
月
一
日
付
の
草
稿
（‘O

ratio serenissim
i princips ad regem

’, 
British Library, H

arleain M
S 7007

）
に
着
目
し
、
哲
学
と
雄
弁
、
政
治
学
、
歴
史
の
重
要
性
を
ヘ
ン
リ
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。

（
27�

）D
aniel Price, Prince H

enry H
is First A

nniversary （O
xford, 1613

）, p. 4.

（
28�

）W
ilks, ‘Poets, Patronage, and the Prince’s Court’, in Sm

uts （ed.

）, T
he O

xford H
andbook of the A

ge of Shakespeare, pp. 159-178.

（
29�

）J. A
. Buchtel, ‘‘T

o the M
ost H

igh and Excellent Prince’: D
edicating Books to H

enry, Prince of W
ales’, in W

ilks 

（ed.

）, Prince 
H

enry R
evived, pp. 104-133.
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（
30�

）H
om

er, H
om

er Prince of Poets: T
ranslated according to the G

reeke, in T
w

elue Bookes of H
is Iliads, 

（tr.

）, George Chapm
an 

（London, 1609

）. H
om

er, T
he Iliads of H

om
er Prince of Poets, 

（tr.

）, Chapm
an 

（London, 1611

）. H
om

er, T
he W

hole W
orks 

of H
om

er; Prince of Poetts in H
is Iliads, and O

dysses, 

（tr.

）, Chapm
an 

（London, 1616

）. Gilles Bertheau, ‘Prince H
enry as 

Chapm
an’s ‘A

bsolute M
an’’, in W

ilks （ed.

）, Prince H
enry R

evived, pp. 134-145.

（
31�

）M
ichael D

rayton, Poly-O
lbion （London, 1612

）. 

（
32�

）W
alter Raleigh, T

he H
istory of the W

orld 

（London, 1614

）, T
he Preface, E4

v. 

オ
ー
ブ
リ
ー
の
『
名
士
小
伝
』
に
は
、
ロ
ー
リ
は
ヘ
ン

リ
の
「
一
番
の
お
気
に
入
り
」
で
あ
り
、「
王
子
が
父
王
よ
り
長
生
き
し
て
く
れ
て
い
た
ら
、
彼
は
つ
ぎ
つ
ぎ
に
褒
美
を
与
え
ら
れ
て
、
た
ち
ま
ち
高
位

に
昇
り
つ
め
て
い
た
ろ
う
」
と
あ
る
。
オ
ー
ブ
リ
ー
『
名
士
小
伝
』
橋
口
稔
・
小
池
銈
訳
、
冨
山
房
百
科
文
庫
、
一
九
七
九
年
、
一
七
七
頁
。
も
っ
と
も
、

ロ
ー
リ
の
政
治
的
・
文
学
的
な
動
機
に
つ
い
て
は
、A

. R. Beer, ‘“Left to the W
orld w

ithout a M
aister”: Sir W

alter Ralegh’s T
he H

istory 
of the W

orld as a Public T
ext’, Studies in Philology, vol. 91 

（1994

）, pp. 432-463. Idem
, Sir W

alter R
alegh and H

is R
eaders in the 

Seventeenth Century: Speaking to the People （M
acm

illan, 1997

）, pp. 22-31.

（
33�

）George M
ore, Principles for Y

oung Princes （London, 1611

）, fols. 1-2. 

な
お
、「
王
的
・
政
治
的
統
治
」
の
概
念
は
一
五
世
紀
の
法
学
者
ジ
ョ

ン
・
フ
ォ
ー
テ
ス
キ
ュ
ー
の
議
論
に
遡
る
。

（
34�

）K
ing Jam

es V
I and I, Political W

ritings, p. 61.

（
35�

）K
ing Jam

es V
I and I, Political W

ritings, pp. 4, 49.

（
36�

）［Sam
uel D

aniel?

］, T
he O

rder and Solem
nitie of the Creation of the H

igh and M
ighty Prince H

enrie 

（[London], 1610

）. E. R. 
Foster （ed.

）, Proceedings in Parliam
ent, 1610, vol. 2 （Y

ale U
niversity Press, 1966

）, pp. 95-98.

（
37�

）［D
aniel?

］, T
he O

rder and Solem
nitie of the Creation, A

4
r-B

v.

（
38�

）Richard Connak, A
 Collection of the N

am
es of A

ll the Princes of T
his K

ingdom
 of E

ngland 

（London, 1747

）, B1
r. Idem

, A
n 

A
ccount of the Prince of W

ales, from
 the First Institution till Prince H

enry, E
ldest Son to K

ing Jam
es I （London, 1751

）, D
edication. 

（
39�

）Pauline Croft, ‘T
he Parliam

entary Installation of H
enry, Prince of W

ales’, H
istorical R

esearch, vol. 65, issue 157 （1992

）, pp. 177-193.

（
40�

）Strong, H
enry Prince of W

ales, p. 52. Croft, ‘T
he Parliam

entary Installation of H
enry’, p. 181.

（
41�

）Croft, ‘T
he Parliam

entary Installation of H
enry’, p. 192. 

も
っ
と
も
、
ス
ト
ロ
ン
グ
は
、
こ
の
儀
式
の
過
程
に
ジ
ェ
イ
ム
ズ
と
ヘ
ン
リ
と
の

緊
張
を
読
み
取
っ
て
い
る
。Strong, H

enry Prince of W
ales, pp. 114-116.

（
42�

）
ロ
イ
・
ス
ト
ロ
ン
グ
『
ル
ネ
サ
ン
ス
の
祝
祭
―
―
王
権
と
芸
術
（
上
・
下
）』
星
和
彦
訳
、
平
凡
社
、
一
九
八
七
年
。

（
43�

）
た
と
え
ば
、M

artin Butler, T
he Stuart Court M

asque and Political Culture 
（Cam

brige U
niversity Press, 2009

）. Parry, ‘T
he 
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Politics of the Jacobean M
asque’, in J. R. M

ulryne and M
argaret Shew

ring 

（eds.

）, T
heatre and G

overnm
ent under the E

arly 
Stuarts （Cam

bridge U
niversity Press, 1993

）, pp. 87-117. 
（
44�
）Ben Jonson, T

he K
ing’s E

ntertainm
ent, 

（ed.

）, M
artin Butler, in T

he Cam
bridge E

dition of the W
orks of Ben Jonson, vol. 2 

（Cam
bridge U

niversity Press, 2012

）, pp. 432, 460.

（
45�

）
ジ
ェ
イ
ム
ズ
期
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば Blair W

orden, ‘Ben Jonson and the M
onarchy’, in R. H

. W
ells et. al., 

（eds.

）, 
N

eo-H
istoricism

: Studies in R
enaissance Literature, H

istory and Politics 

（D
. S. Brew

er, 2000

）, pp. 71-90. R. C. Evans, ‘Sejanus: 
Ethics and Politics in the Early Reign of Jam

es’, in Julie Sanders et. al., 

（eds.

）, R
efashioning Ben Jonson: G

ender, Politics and 
the Jonsonian Canon 

（M
acm

illan, 1998

）, pp. 71-92. Butler, ‘Ben Jonson and the Lim
its of Courtly Panegyric’, in Sharpe and Lake 

（eds.

）, Culture and Politics in E
arly Stuart E

ngland, pp. 91-115. 

も
っ
と
も
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
共
和
主
義
的
な
側
面
を
強
調
す
る
議
論
の
例

と
し
て
、T

om
 Cain, ‘Jonson’s H

um
anist T

ragedies’, in A
. D

. Cousins and A
. V

. Scott （eds.

）, Ben Jonson and the Politics of G
enre 

（Cam
bridge U

niversity Press, 2009

）, pp. 162-189.

（
46�

）Jonson, T
he M

asque of Q
ueens, （ed.

）, D
avid Lindley, in T

he Cam
bridge E

dition of the W
orks of Ben Jonson, vol. 3 

（Cam
bridge 

U
niversity Press, 2012

）, p. 304.

（
47�

）
こ
の
点
を
強
調
す
る
議
論
と
し
て
、Strong, H

enry Prince of W
ales, pp. 8-9, 103-113, 122-128. Parry, ‘T

he Politics of the Jacobean 
M

asque’. 

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
対
立
を
調
停
し
「
多
様
な
真
理
」
を
保
つ
た
め
の
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
お
け
る
「
デ
コ
ー
ル
ム
」decorum

 

に
着
目

し
た
議
論
と
し
て
、Scott, ‘T
he Jonsonian M

asque and the Politics of D
ecorum

’, in Cousins and Scott 

（eds.

）, Ben Jonson and the 
Politics of G

enre , pp. 43-72, esp. pp. 43, 46-47, 53.

（
48�

）Jonson, T
he Speeches at Prince H

enry’s Barriers, （ed.

）, Lindley, in T
he Cam

bridge E
dition of the W

orks of Ben Jonson, vol. 3, 
pp. 537-538.

（
49�

）Jonson, O
beron, the Fairy Prince, 

（ed.

）, Lindley, in T
he Cam

bridge E
dition of the W

orks of Ben Jonson, vol. 3, pp. 711-743. 

こ

の
オ
ベ
ロ
ン
は
ま
た
、
ブ
リ
ト
ン
諸
王
と
妖
精
の
帝
王
の
系
譜
を
物
語
っ
た
ス
ペ
ン
サ
ー
『
妖
精
の
女
王
』（
一
五
九
〇
、
九
六
）
の
第
二
巻
第
一
〇
篇

で
は
ヘ
ン
リ
八
世
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
い
た
。
ス
ペ
ン
サ
ー
『
妖
精
の
女
王
２
』
和
田
勇
一
・
福
田
昇
八
訳
、
ち
く
ま
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
、
七
九
頁
。

（
50�

）Parry, T
he G

olden A
ge R

estor’d, p. 74. 

（
51�

）Jonson, T
he Speeches at Prince H

enry’s Barriers, pp. 530-531, 535-536.

（
52�

）Bacon, T
he A

dvancem
ent of Learning, in M

ichael K
iernan （ed.

）, T
he O

xford Francis Bacon, vol. 4 （Clarendon Press, 2000

）, p. 
120

（
ベ
ー
コ
ン
『
学
問
の
進
歩
』
服
部
英
次
郎
・
多
田
英
次
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
七
四
年
、
二
三
四
頁
）. 

ベ
イ
コ
ン
は
『
政
治
道
徳
論
集
』
の
な
か
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に
、「
か
か
る
ま
じ
め
な
論
議
の
中
へ
入
れ
る
と
、
つ
ま
ら
な
い
も
の
に
す
ぎ
な
い
」
と
し
つ
つ
、
仮
面
劇
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
を
収
録
し
た
。Bacon, 

T
he E

ssayes or Counsels, Civill am
d M

orall, in K
iernan （ed.

）, T
he O

xford Francis Bacon, vol. 15 （1985: Clarendon Press, 2000

）, p. 
117

（
ベ
ー
コ
ン
『
ベ
ー
コ
ン
随
想
集
』
渡
辺
義
雄
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
三
年
、
一
七
〇
頁
）.

（
53�
）M

ichael Bath, Speaking Pictures: E
nglish E

m
blem

 Books and R
enaissance Culture （Longm

an, 1994

）, p. 90.

（
54�

）A
. R. Y

oung, H
enry Peacham

 

（T
w

ayne Publishers, 1979

）. John H
orden, ‘Peacham

, H
enry’, in H

. C. G. M
atthew

 and Brian 
H

arrison （eds.

）, O
xford D

ictionary of N
ational Biography, vol. 43 （O

xford U
niversity Press, 2004

）, pp. 236-238.

（
55�

）H
enry Peacham

, T
he Com

pleat G
entlem

an （London, 1622

）, A
4

r, ch. 2.

（
56�

）Peacham
, T

he Com
pleat G

entlem
an, A

4
v-B2

r.

（
57�

）『
完
全
な
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
』
の
表
題
頁
に
は
、「
高
貴
」nobilitas

の
像
の
上
に
様
々
な
武
器
や
武
具
が
、「
学
問
」scientia

の
像
の
上
に
天
球
儀
、

物
差
し
、
コ
ン
パ
ス
、
曲
尺
、
パ
レ
ッ
ト
と
絵
筆
、
楽
器
、
そ
し
て
プ
ル
タ
ル
コ
ス
と
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
、
タ
キ
ト
ゥ
ス
の
名
が
記
さ
れ
た
書
物
が

描
か
れ
て
い
る
。
Ｍ
・
コ
ー
ベ
ッ
ト
、
Ｒ
・
Ｗ
・
ラ
イ
ト
バ
ウ
ン
『
寓
意
の
扉
―
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59�
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ヘ
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。
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あ
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兼
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よ
り
、
都
市
を
政
治
に
よ
り
、
群
衆
を
説
得
に
よ
り
支
配
す
る
」
の
で
あ
る
。

H
[enry]. P[eacham

]., T
he G

arden of E
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〇
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。
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Ｍ
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Ｊ
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あ
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ヘ
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ヘ
ン
リ
王
子
の
再
生
』Prince 

H
enrie R

evived
（London, 1615

）
を
執
筆
し
た
。
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イ
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レ
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リ
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ア
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レ
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〇
頁
。

（
71�

）
プ
ル
タ
ル
コ
ス
『
新
訳
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
伝
―
―
『
プ
ル
タ
ル
コ
ス
英
雄
伝
』
よ
り
』
森
谷
公
俊
訳
、
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
七
年
。「
ブ

リ
テ
ン
に
は
お
前
の
居
場
所
は
な
い
」
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
は
、
荒
馬
の
ブ
ー
ケ
フ
ァ
ラ
ス
を
乗
り
こ
な
し
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
に
対
し
て
フ
ィ
リ
ッ

ポ
ス
が
述
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 LX
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（『
学
問
の
進
歩
』
一
四
九
頁
）. 

寓
話
や
歴
史
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鐸
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〇
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。
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bseruations vpon Caesars Com

m
entaries 

（London, 1604; 

［London, 1609
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友
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 D
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イ
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踏
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じ
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シ
ム
』（
一
六
五
〇
、
五
一
、 

五
六
）
と
し

て
再
版
さ
れ
、
さ
ら
に
『
ロ
ー
リ
遺
稿
集
』（
一
六
五
九
、
六
一
、
六
四
、
六
九
、
八
一
）
に
再
録
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
ロ
ー
リ
が
作
者
で
あ
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あ
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